
八町久（奴尉化学）
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A-]入形l臼麟反び倉吉鮫山に於Im

抗内空昼中のラドン合量

岡山大湿薪•原燃公赴企考

梅疇次市）l｝備夫涙辺昌介

人形峠鉱山のウラン鉱より可萩 l) 汐量のラト‘‘ンが放出され 1,)る

幸左確認し 現左探鉄炊遵の塩進が侶尽われてりる人肪諒鉱山瓦び｀

傘寺鉱山の焼道の坑：内空気中にみ璽のラド‘ンぶ含まれてし）る可能）佳

があるので 同銑山の鉱内空気に於吋るうドンの濃度とその分布択

愈之譴査 L たっ又放蔚能泉 lこ択忍合されているラドンの重要な笥分が

弛中ガス中のラドンからの侠給／こよるものがあるのではなりかとり

う塘論左していたので 加中ガスのラド‘ノ量の独掲尽一例としてウ

ラン鎗山の対．内空気のラドンガスの測哀左屁った。

涛史は Ir1 泉効芽左用りた。試料採泉は沖／図に示す株尽誤取器

左南いて焼内で蒻泉し 坑口誇近の畏も蓬当な渇所左逆んで渕哀こと

布った。

試料店ミ取法：ナ］図ヒ示した株取器、左掟内に拮参し 注酎器の軸

左数ナ回動かして採取器の中の空気左完全亡焼内空気と置捩して

ノクク勿必余の空気王味取し ゴム管の部分左ピン令コッグで止めて

測定燦所に持出す。

渓い芝法：将澤した空気の豊左正確に／ヽ 0 ?1l£ とし 株取器の先

蜀のゴム管左エ打泉効言の竜離箱の下読の口に涅結し 上鶉の口左

直＼ておいて．婚かに注酎器．の軸左おして敦料空気をうっし翁った

ら直ちに上下蝸の口左肘ぢ‘る。この時刻王測定肥始時翠とする。そ

の後の測定誤作は全く水のラド｀ジ含璽：測定ど全く同祢亡して涛定之

侶ウ。しかしこの瘍合は罷珪箱中に水が共存しな l) ので 竜薙箱中

の空気及び月くに対する分蚕に肉する補正左要しな（）。

洟定結果は各坑連ヒついて図Jごよって示し瓦 （如2 ー幻図）



（乙）

この測定結累 l二ょ九ば 蛋風のよし）汀で！よラド‘ヽノ漂度が‘倖＜ 湧

辰の、惹＼）河でラド‘ン潔度が高い挙がわかる．又ラシン含量の高いウ
ラン金の見出されている坑道． lご於げるラド‘ヽノ濃度はウラ‘ノ含量の侶
いウラン鉱の児出されている荒遵よ 1) ラド‘ヽノ濃度が島し）煉向にあ互

最高億ば 凡S X./0 ―む凶似Zー／ゑ．である。

珂ち非常に常識約姦結果が得•られた。

疇の金網 注約器、

第ノ図 試迷閲采取差
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（ム）

・ハー2 /3 又ペクト）U線源用の無担体`-52の製造

阪大鯉 音在屏放討化営グ）レーフ゜

結楔扇沼羨 9‘.Jレープ

（代表）音左清痘

吏在万れ一 5 乙の濃変図式として握出之れてし）るものは，いずれ

も不確実なもので これ定確立・する磁に吾は拗同L て、パ'n-32 の芦糠スペ
クト）頃）史ど行::;;,てし＼る。此の繰源用の/V/れータ2 主阪大の砂心チのサイクロばン

詞いて，忍（乙廷）知11l.-反応 1ことリ堰造した。芦繰ス一叱7)、ルの糠源用の無担体捩種Iょ

ノ）夫巷する化淫的な·不純物が o./ (§ 以下であること．·

z) 他の放蔚）佳扱謹の放射錠ぶ‘ノ炒以下であること。

の二つの原件左充方／必要があるウ

これまでの悪担体、ケれ一戸ブの泉法としては、 H ．尺． H ん Y -

加巧L必，う(J`. C 尤幻如， P/L. Ys 、 ＿＜ーグ 3S之 （ノ？る”ノ）の稼告が‘

ある．

きの方法に基し）て灼仇．一＄2. 左泉芭したところ 上まの二辰杵｀と

濶足し儒なりことがわかった。そ¢)ためにザどの方法の改涙 或唸薪

しい方法左見つサ出すことが）岱要と尽った。本研究は炭嵐法の改投

である。

サオクロトロンの内萄タ一げ‘ヽット‘乙して 令月板上にクロームを篭

銭 L たもの左朋 l) 菫鴫呂のエネ）レ共‘- I ／月 ev、 篭岱荒 30 -3ク

五 A の条件で衝詈して泉造した灼れ一5z, V- らL 呂左問いて卜し一

サースグー）レで謹欠涙瞭左試み巳っ炎糸法の詩獄は 欽左担体とし）

て加え ア）レカリ）住で癸累！こより酸化して、ターゲ‘‘）卜のクロームーと

分筵し，緩鉄左エーテ｝口匂拍出除去する乙いう爽 lこある。災束法の
逗茨こより Fecら乙 Nん虚添相当蚕務‘留し そのLをy (d,C<)予

反応によフて生じ‘←アー ~8 左全く醗去し偏ほりことが、必ス

ペクト）レ弱辰び放恕化淫起｝二判明し尼。吾戸は従表法の改戻之狸々

訳み ；｝旦俸としての叙之全く加えず‘ 月九一＄乞 どラゞ：オコロ 4 ド‘



（ク）

として溶液から直接分苺するとし）う方法によって要求 Iご〕、なった

無担愁力えーさ二の泉造に瑛功した。得られた汀 1& -S 之翌料中rJ)

不純物．はク・厄、1 以ドであり V —如8 も殆ど完全に険去すること

が出泉た。その上従尿法に化して擬作も遥かに筒便となった。立t,7)

方法の欠諾としては．使用するターげ｀ヽット反び｀試莱からの不純物、

特に鉄左徹座的に瞭去しておかねば＇ならなりこと、反ぴ‘灯九—ぷこ
の収率が思くなることなどが‘あり 百下一きう改哀之柿突してし）忍

A—う り（ん，クし）虚下反応による

F-18り胴製

東大翌 水町邦彦 不ぷ皮翠ー詞撫山祐え

フ‘ツ秦ー．IB Iこついては種いミの方法による認整法が．研究立れてい

るが、これ lご南して！玄9)くぇt;等(})統晩がある C,R. 8 B.区忍ー

乙ふノ〗·〗· k心，砂必砂んと4 ，三 ·A./o、/ /,P.、仕ム

（ノ匁｀3) ） ／ク。ぃ／んノ九）麿T-反慮についても V直）3, /-lzO,

等左ターゲットとする試みがな之れた(•T. Y忍区以紅， S, 肱辺乙加じ

--,5..e ,)V幻盆区， ム釦『 7呂ク （／尺ヨS ））．我欠はキャリヤーフ

リーの重金辰左含まなりつ、ッ素のトレーサー之 1芦ること之目的とし

て / 7o (cL. ‘ll.,）ぼ戸反犀こよる l8F の謬整乙捩訴しだつターゲ

ット‘乙しては H二 0 と L:{)H を使し） それきれにつりて叱戟校

茜したっ

躁准は次の通リさある。

a)  H2  Qーターゲット 再悉濡水と直鍮凍の保持恋器中（内落訥

ヱク？辺）に入れこれ左サ 1 クロトロンにア）レミニウム箔左遥して

直接とリつサ．；これに 4玲至之窓射する。照討中の湿度＿ヒ界左お

立えるため フK 冷する太‘ か及り濃度が‘昇り少し泡立っのが見ら

れる、一定時向絞こ丸た取リ出し．一部左徴ア）ぃ力 lj)廷にして



(8) 

菜発装固級．放射魚左~J定してきの澱衰曲親之とる。二の結果に

よると焙Fの半澱期(j芦＝／／之況）と殆ど‘平侶な直敦と叩

放射魚的に極めて経拌であることがわかる，しか U この迄 F の諮

液中の溶奉疾態は単託で尽い。：：：b u これか‘単純除..l,オ‘ノならば険

イオソ交換栴脂）こ・吸着之れるはずであるが この測こつりて庶イ

オソ交挟祖脂層左適渥さtt:ると 放射貪告は流出して乗る。これに

反し勝イオ‘..)交換指詣には眼着されてしま士。これは I忍 F が‘畷 4

ォヽノ的に信勤 3ることを意味する。一叡に万違雇閃の陽 A オ‘ノと

錯 4 文＇ン左作る傾向が大芝いことが涙0 られてりる。しかるにこ(/)

実瞭ではア）しミニウム箔左胆りこれが訳料溌江連接ふれてし）るた

めに照射中の温度 L昇によリア lu ミニウムが 4声胆左士サー萄ぷ中

にとけ出しこれぶ・lS F ーと陽ぬ錯 4 大ン左作って l) るためと定え
ら、れる。

b) L i O J-/・ターゲ‘‘ット 特紋 L 「 O H , 左網板の L さ熔廠し、＜湧

膜応こ詞着立せ． これに釦妾い粒ろ• ・恕射するp町紺羹鰐板の表

面左、ウ丈し）硝酸で処理しC::: L厄刀ナをとかう。こうして儒られた溶·

液はら←左含んでりるのでこれに、伍S 左逗じて乙虚‘こ泥澱

沖遥し注液左アンモニアア）レカリ）造）こしご Hz Oz~加え軽く熟

して墨烏の s.z一左 S四2一に限4ビする。この溶液王一鞄取って

恙発報国し澱襄歯練左こる．夷怠粋な度Fーが得られ尼ぶ放射）詮ぷ

純物~ a,)法による調毀法にtとしてや、夕9 L\ 。これは原誤滸中の

街量のナトリウムから生じた竺勺ん によるものと思われる一又

この液左途 4 文‘J交狭栢瓢こ適箋ーと．放射能は大苺分眼羞之れるか

ら．え）法の娼合のよらな不紀物は少なりことぶ‘わかる。
以L 二種の方法を比戟するとa.)迭では放翔定的に紀度の高げものぶ

得られ 一方 b) 法注披佑か筒単で非放冠佳物庚の混入が｀／仄叉収量

においてもや、ま立る←



lJ ?) 

A-4 ん線の吸収曲線について.J

（日本原歪力原究所）

木荷健二郎 0 柴田長夫

応線の晏大エネ）レ芋‘ーの正雄な測定は厄練スペクトロメーターに

よってなされる。眼収曲羨による方法は前危程の葉度は得られな［｝

が、特殊な翠異之必要とせず 臣較的笈痔向に萄単に行えるのさ放

射化客の手段としごは便和ほものさあって 理諦的解祈に乏し L) 写

の欠呉はあるがー痰に畏も普適飴 lご胆いられてし）る。一鍬に B練の. 
吸収曲線は叩祐(J)片芽数グラフにづロツトされ 眼収曲線科直練と

店るの左利用するのであるが この曲練！芍原芙 lご対しタ夕少凹と乃る

傾向左もつ この四となる慎向は厄練乏放出する核租 呂酸の最大

エネ）し共‘— 測逹試料 l）！炭態 慶み，試料—立‘‘ら 今‘大メトり一｀訣‘

料と萄数曾の向における蒙乱等 Iごよって支配ごれる。之等タタくの函

数左定量的に痴係すサることは密薙である浴｀定涯的に認明すること

に成功 L たのでこの結果互報告する，

B象の眼収曲練に南汐る今迄に得られた一阪的経験左緑合すると

次に列挙する女I) ＜互る。

ノ｀ 阪反款佐の位豊の影響．芸散管と試科の 4立置左一定にして眠叔怨

乏苺数管の窓の近くよ l) 誤料f/)ほうへ謗すと言十数値は苺まる、之

は敬乱によって立佐角内に入ってくる B線、の数がふえるためさあ

つて この効果は咳収俸の厚みによって呉るたぬ． D反収娯図思に

できるだ｀げ泊くおくのが．よい。

2 ヂ｀オ文トリーの勲魯 試料乏卦数詈の近くにお L＼て立・佐角と大

きくすると吸収俗乏斜め 1こぬげて言t殻管に入る戸数の数が‘る＜ほ

る。この効果は瞑収径(/)磨みにょって異リ·゜反収体の厚凄がます

）こ促つて阪 1尺曲跛の勾翫は忌こ店る。この頒向左之けるために分‘
才メトリー左ク05 以下とブる。

ョ 周囲の散乱による暢懲 試料台の内部左捺閑のよシほ医尿う命



• {_/p) 

吾のものさつくるとこの影響は恙視しウる。
以上のよう店茸置左 L た場合

仕 屈隷放出体扱腫の施類 原与巻き最大エネ｝レぞ｀ーの影響 0 (3線

放出の礫の送訳甕（禁止度）によって阪収曲練の形は異1） 原う鴫

香きの 1芭くなる程賦収曲線は凹と店る。

$ ~ 最大エネ）レデーがたかくなる）こ促つて四と度る。

ム 試料皿による影磐 /3線の検沼散こLIごよる影響が大さり涯 吸

叔曲線の初めの傾斜左大芝＜する。

ク 試料の厚みの影響 欽料の l累みがま寸こ碇．つて各層の D反収敬乱

が異リ襖碓さあるが．lJ反収曲翁東の初めの信斜左大之くする結果と．

なる

以上ゐ誨呉は何れも扱腫から発する B 氣のズペ？卜）レと試料戻b``

訳科皿等による戸線スペクト）レの茨化に基因亥るものである。后敏
スペクト）レ左単位エネ）しや｀ー毎に分塑し 章位エネ）し苧、一毎の諏収

曲練として単ーエネ）レ芋ーの眼収曲線（駆換竜•手の啜吹曲練）の経
映豹知諭左利用し応．えによって阿L1存図左行なり猿分してU反択曲

翌左えがく方法左見出し 以上のー誌呉の定起的箋明立訳みた。

バー5 物理的滋きによる核種靡娯こ(/)-フの就み

歳窟大泄田長生科屁岡野鼻治

東大堀江網手

放印）佳杖腫左決定する物理和方法の一つ江してシンケし一ショソ

カウンター左宙いると有効な場合があるクこれに必要芦欅1午は予怨
し得る紋狸の数が‘I互＜ 叉放射する I 黎の本数が｀少なりことさある．
この方法では予想さいる"(})放容応蓉的に純． な源滓尋栗し・

それと赤勅の諏料のが翌スペクト）U 左測芝し両．者左化報することに

よ！）試料中の挟碑左汰定方る·



（グ）・

シン今しーションカウンター左町）た際の r練スペクトル且単一

ェネ）レ妾‘ーの『数の燭合にはその波高分布は図の効くなる。a.は数

分宕式による波高分布歯練さシング｀Jいナヤネレ X ばマ）し今ナヤネ

）レ波忘分析器左町）て測定盆糸る。各は顆分方式さ愕i単な洟定器を＇

用りても渕定可肖色さある。

んの曲綜、で Ep.Jsr光曖効宗によるに°ークであリ E c 以下はコンプト

ン勁衷こよる分布である。この他／舛ev 以.X..(J) l＾線につりては西呑•

英創生のピークが‘荏在する。測定に勝して必要な殺信は光翠効果に·

よるヒ←‘クの両為の猿分方式、左痔りだ苺数幸 NpL ) ;Jfu 反び全

他の苺政率 NT である。これらのものを課準のものと比較して測定
と行ウ，単ーエネ）レ弐｀ーの Y 親の甥合ば MPu mo と尽る。・タタくの‘,

.L* ］し咤‘ー立持つy練につし）てはエネ）しや‘ーの贔＼y親につ芝捩津

と化戦して恥· 9 

赤知の試料については先づ鉄分方式によし）臼ークのエネ）し芍—艮

び全他の決患分布世綾よ 1) 予想し得る了羨のエネ）レギー左ぶめ既に

拘ら牝ヒ表反び｀資料によリそれ亡相当苫る核穂と推定する。試料民

な標準についごエネ）し埒ーの長も高（＼ピークにつき前誌猿分方式に

ょ l)MpLI NpU)  NT.• の値之澗足し 各只rJ)也率が一致 L ｀たと

乏叡．分方式による分布曲羨が合致すること担畷めたヒて、その核薦忘決淀

出衷る。

今いくつかの核踵より成る本知r/)誤料につ l) て Ng , NT 左渕
定して なー凡f上左算出し阿旅にして標準についごの犀＝立た

尼 N今•
を求‘わて記較する。匂く危のときは標準よリ葛 l) エネ）しギーの r

羨放射物庚ぶ店在し ii'>足のときは佗下エネ）しや一のy嶺いう荏

在左意味するーー眠に最も高 l) エネ）しぎゞーの Y婉放討物庚につ芝を

の量乏沃定し全倖のエネ）レ共・一分布曲跛から決定L た猿腫の計派率

値立差う）乏残部について同琢な方法により逐次注める。

これ写の方法］こよって猿檀の決定と試みたものを例とあザて誤咀

する．
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A ー乙鉛鼠謬夜のナエレ‘/]フ放射と利用す紅奇罷粒子

揆出用莉装置

患、大原、さ核砺斉諮ー大 管漣ー

／）目的 一定面猿に入った恙エネ）U 癸‘—篭呂店らび｀ヒが敬成分



(/3) 

（各々のエ＊）しキ‘ーは／今こ V程度）之思り物庚さカスケード‘シ

ャワーに変えてそのエネ）レや｀ー損夫がら全エネ）し芸‘ー乙涙げこする

目的には 原弄番苦か‘大で 比菫の大さい遠明な物庚からのナエ

レンコフ放射左利用するのが‘便励である。救五罪宇宙緞？｀｀）しープは

先に暦酸釣飽和溶液左用し）るニiJ)よウ店破出器左つかつて宇苗救

空気シャワーの予捐的尽測定結果之今夏 4 タリヤ 9)Jヴ｀アし‘ノナで

荊かれた百煕宇宙隷会謁に敦告 L た。

・・ー取．に令工しンコつ放射によリ生ずる光の分布滋＼一三さある

ため 光亜号増逹管！こよる測定は いわゆるシン今 L ーターによ

る場合よりも窓度が笏る。迅溶液系におサるナエレンコフ放射左

詞阻する喝合には増I恙管の畠惣度波長敬（任Zt?2 ～佐夕OOA゚ ）

に合致する 波長の光に垂羨してやりしぼ（ウェイザしングスシフ

}-)、恙恵度の測定が期待之れる、置

水溶液系）こおサるこの顆のウェイヴしング‘スシつツーとして 1力

＜坊廣片あまリクタくの租類は知られてし）なし＼ P アt)合謡i (_ニー

ァミ）―．5、 8 ーナつ夕しンデス）レつォン醸ナトリウA) ~渕問稼

告か‘.'たゞ一つあ l) この可訊牲か‘示咳之れてりる。演者等はこれ

左剪し）．釦洛液どの適圭な組合せ！こよって新しい測定疲器左試作

検諮した。．

2) 方法と結果 市欺のアミ｝ケ該と水海液か＼ら再結品して精累し. 
たのち この水宝液について螢光の変化左各種条件の詩で測定し

た。螢光の最大波長はら吟沙 A゜！ごあ））． その強度は r 月しこょっ

て瑠しく変化する公 螢光由練J)形ほ狡 1シ互L)。各施薇衝溶液に

よってA オン強戻左一定に保ったよ如戸による強度左渕定する

と． 差酸）佳あなな議ア）しカリ牲溶茨さは浪光は消失し 徴醸 l注i!J

臼 3 なりし 5 において表大翠度匂永した。戸H 左一定に侃つて

硝酸ナトリウムと用りてォ穴ン強度と袈化させると 涙光強度は

ィ天ン翠度と共に競汐するが‘／ h = I 以J:'..こお（）てはほゞ一定

隻左示す。蛍光強度はアミ） C丁晋いの濃度と共に燿すが｀大約／クク

可／£ さ因、｀羮和 1ご達する，



U4) 

舵弊t.i水による今エレンコフ放射の光乏最適条1牛で Il オン強戻

0 の圭、ア~ },..酸ま用 L) て波長転換之行ウと えられるパ）レス波

琵は約 z z倍に増加した、これはアミノ午埠につ l) て敦告之れてし＼

る 1直にくらベ ノ｀ 7 倍に相当する。

ァミ）す酸は鉛 4 穴‘ノの呑狂する燭合は蛍光庄央(.\・タタ量の渇合

は泥さんする＂灼量の銃左含む海液中さこの翌妃材左用し）るには，

銘左錯塩にかえ． 4 大ツ澪鼓乞思複しうる宰衷亡下守｀なヴれば｀ほら

なし＼夕可溶注の釦錯塩としてはED丁 A 錯塩が畏も藻当であるここと

たしかりこの錮塩の濃涅液 lこアミ） CT醇、左加える方式たよった。

A オン翠戻り増加に伴う蛍た強度の漱少は避叶られ応 l) としても

出泉る限り悪色退弔な錯塩滋液をウることが菫要さある。ア~) t 
致は途い光によって分解し， 逢色すると尺 lご蛍光落度左嵌少方るか

ら・・直忠光左避サて滋液左詞整するごこが必要さある。また否純な

ピね丁A tt濃L＼容液中で淡黄色た示すことがあ 1). チ．ヱ乙クーツ

丑＄ク o A の光左眼収するので この病製も大切である。

現在迄にえられ圧ペルス）ヽ 4 卜の燻加は約J、四告に止るが，透液

の攻衷によって更）ご増加することが期結之れる。この豚汽はぎ宦緑．

のエネ）レぎーデテクターの研究どして発定.L だが‘ 産□さ康芙豆のもの

は．廿イクロトロンさの放出粒き またばが線 1：：：よるコンフバ‘ノ竜
二の涜｝定上こも用いられゐ可能牲がある．



り5)

A二］招謝北分析における半液期測定の猜良

工累技術院東京工祟試験所

岡田爽

I 実顎式‘

、放豹犯分析において核稗判芦の百的で侑ねわれる半波期渕定

につりては令まで充分には放言されておらず．測定芳象半浅揮の

敷倍の眸陶ビげ測定することが一販に推哭之れこ）るが漠巷は

マンガンの工業分析法定肺究する途中で半激郷涜淀峙疱と測定病
度乙の病保左求め 半波期の及｝火下の渕定埓向さもナ分は栖度で

測逹出来る渇合のある学王思 L たが｀、t／)本研涜におりては半波期

潤定慮丁に菊する猜準偏差祈の比すなわちふ／ゎ 全證歎

値]\},およな‘測定に責やした特陶L::,._ (}.)..、人L 3．巷の向の房係立一

成・・分系につ（）て芙瞭的）こ求め次の式立得た。

~ T / T = 8. -3 7:/4幻河 ,J) 

（））式中の 8．ヨ'c.. l) ウ定泰乞さめる痔に使った実茨憶之 7~こ

Ilごカミす。

‘ 万双畠 1 芙映値

9 9 9 、 I, 9 ー、·し・ ・． 沃如な出
釦e→l 

a ョ91



` （みる）
2_ 放汲皇特）注個の募A

(J) 式の中のN 左救屈ば日生4直の函瓶として表わすために次の言t

算をする

汰射化愁了時に測定されるべ芝萄敷率左九 o とし．渉ミ惑1し

恣了必ヽら洟｝淀府始まさの時向乏釘とすれば‘

八） = \f)/ ＋ムク冗 o
0/ 

匂勺0 (- 9公L2／ァ）必(J

ー（免o 丁／な 2)l e亨（一⑰贔2/T)

麦パー（グ／十△ク）忍 2/T] ]---- (2) 

（／＞と（コ）から 乏／

ふ／T = (8. 、ヲ／△ 0) (T忍 2) (fLo［玖p（吟伽2/r-)

-eン戸i-(B/ ＋認）42/,} J）—舌-- ----(3) 

二ふ lご

れo ＝乏ュカ土

＝沿ュ、NAfu （蒙ハ／n ）,{1-exp(-t芦／ア） ］ミ

こゞに滋 2 は萄歎競率 心は放如心終3 聴の放珀能、八I /l 

はア求ク‘‘卜‘0 彩： Jは衝芭遮弓束完度 似は声患且とする元栗

ぷ重量 年はその狼踵の放射化断面積 k はきの披隷の
存在枇 H\.士をの元素の原き量 亡は窓茶咤殉 丁は生武挟

謹の半哀期。・



（•ノク）

つぎに 実際飴なふたフの揚合左取リあザご検遺的にる s

ヨ．特定必場合 その 1

っぎのぅ朱件乞訊芝する。

{J) ／七＞ ＞丁

cz) 0／くく丁ぐ4 A 9 

(3)・一定の苛数率れュになるまで洟だする夕したがつて

△釘T ＝ん（公究0 -'-- ｣,n ~z.) 

以よこの条件左（ヨ）式へ入れると

ふ／T ＝ (8• 三三／年）［f公（か／つ）｝こア］□-l- (•,<) 

チ特定の場合 その][

つぎの銀付尼決定する。
(/) £シ•7 丁

（之） (}I <<-丁ぐ-.6. f} 

（ラ）•苺欧率が貪o e- ＆＋になるまさ測定する。すなわち

れニー幻 e- 浚＋

したがつて

ム 8/T = ~ 5 か ｷ ----------•一一..ー（心）

こ二に乏午 l芍敦定さ乳／乏定駆

これらの条汗ど (5)式へし）浪ると

よ／T- 戸J二I ①没.(I. J芦）

＝〔戸J戸／（かんJ口］）］［知（い／力）TJ一舌 (5)
J:'._弐中の該狸特注但 すなわち（金 k/n)T(/)·値左冬庫の元衰

について叱戦す琴疋め．こ 横軸にT之とリ．談軸に拿与区
をとつ之諒尼素の値之がきりれると 沈／図が儒毛パれ図中さ



(/、B)

は（岱ツカ）丁の信の等しい誠遷は図中に示し茫美録と同一
ー ／ノる

の俣きと有する直緑J:'....に配置され-0.たとえば‘/IS Iれ（;?c.が）

rn, p心（冗｝） 紗句以， ←必刈； （花ヽ})心3-)Viの 3君

左慧べると 謡まの恒はぽゞ‘等しいから 浣史屎件が前誤の通

1) さあれば．等しし）請度で半液期が詞足之れる筈であ、I)心その
例とし-c In t: Ni.＇忘乙の条件のもとで放第化店らび｀に涙浚

し、予期ど‘おり）迂ゞ等しし）」 N の信乞得た。（ただ‘芙応

は 亡＝丁とした。） したぶつてこの滉令詞呑のよプl―

七臣ゞ等しいど雛定できる。

一方両者の苫翠率は／ゆ o ミ／である，．艇泰言数率応

のみ亡着目して澁元泰の放葉イに分折惑度む判定し乙）たが‘、嶺

当怠奈件のもとさは 半波期立若慮した麹臼肌方法がー層英際的

さあるごど左差調したし） c 

(/) 青本文碑．岡田央：マンガン鉱、石中のマンかシの放裕他分行

（臨和.3 2 年化蓉廓係喜読会連合惹答研究発表大会壽洟香善

之こ3A() ム）



/八 -8 (ri y)反応による放射化にフいて（方3毅）•

雇1れは〖））応•''1l I11.,反応の放射化餅面績について

(/9) 

日本原子力研究所 告原貴一

東京数育大学理等岬ヽ｛ヒ穿、数皇

池田長~生

ノ）

オノ阪jておいてコバル、卜る 0 によるイ／デウムの｝疎熙射の妾果
之）

心呟11竹（半弐期ク 5 痔阿〗が注成すること庄みとめ ~2 裁、において

コパ）レトる 0 による（祐 r) 反応の結果、主六する”ろ町{Imの生成量と
ヨ）

ず淑量とのJt之羞埓江広の同株底美験に比駿して大沐一致しえ造

と左ることま示した。承揆にあいて廷さら～にコ入）レt'. ;6 ｷD /-よる／i

ンラウムのざ線照射之おこな ll, ·か,Iがず，す．）｝応勿Inll)，反応ゆ．歩射忙

甜面旋立算恋した。

前誤にあ•いては了繰量の衰J定が困難であったため ·迎双約よ訂算

によってせのオーダー·立推足したが 、今回は一定のず線量が凋 I:,) 札

るよう広条児いこ美験立あこふったで す玄わちキュリー要の検足され
した会森ノ 000 キュリーのコハ）し卜 60 マルテキュリー．、ソースの中

,t皐の莫上に 一定距忠のところにオンデウムの執料左置き 注戌

する炭第楚がほとんど飽和に圭ナるまての芽向か線の照財左吾った

のち、放菊乳t(j)成衰状危さしらへ亙同時にパ）しス）＼・i・トアナライ

サ＾ーによっ文ゎ練のエネルキースペクトルと和走した。ての結采絞
忠され定文那業の手式期は#..:5時阿 r 錬エネ）しギーのビークは

o. .:3 38 /i eV(/) ところにあって グS?“I91 1J)てれに一菰した．

この失秀め結果から． コ）ヽ）し 'r 4 0 の『課）こよる＇ソタ丘（わャ），沼

工 71 反応の放射1ヒ軌面渋左計算し沙―忍乙、 7だのオータ'- [l)迦が得ら

れた，t -への進はJ-J巳喝逗なが姦へている．／釘竺元の六ーダーの追と

はこと衣る拿 しかしまから方伝芍王戊なの実験結果立整浬してこ必入

応の放射・it助面薇之再計算してみたところ やば1} ；；が名ツ（z jJ.大ー

ダーの追さとるー～とが訊らかに及った．



（乙の

弐た以下に迅ぺるような疸諦飴計算によってもノ0―孝げIZ f.1)六一

ダーの放射た眈面旋か·浮われ． われやれが失痰飴ド惹た放紺北鱈

羨の迪まよく稟森ナるー、とが生束え

（わが）反応）ます広わち茉る該の励起哀J応であるが．励起はある

特定のエネルギーの有蛍I ぷ課によっての丞友るものと差えられる、

いいかえると(『l す）茨応ばが量吝のラヤーフ亙練沢釈に：しとつ'<

`•しのと考えられる． したかってゎ線のエネルギー分布がことなj（は｀
~) 

放謝fヒの株主I.ままったくこと姦つくくる； 私俵ん伝んfしと刀乙以乙tば

ファンデク・・ラーフの装壷ぶよって ”.5エ？乙（わす）クら力？I71.の放財it.土ふ、‘

こ衣っ友が ファンアグラーフの装置による瘍合、と，コパル l` 4 0 

Iこよる煙今とでは放如ヒの課苓がこと広る ファンデグラーフの疾

董による湯合は竜子探の 5心初巫必也ル如t.りによリ、 コパルト 4 0 1: 

よる瘍合はず錬のコ‘，アトン散乱によって（わぷ）灰戻芯起してい

るからであふ し心し度から有劾す嫁）て対する吸収眈面涙はいずれ

の瑶合にも共画であるので． これ之用い また門考の悪合少『羨工

ネルギー必布左芳磨して 阿者の疑合ま声け系っげる：：：：とは可柴であ

る，辺必わl幻と灰 l土？）5丘（'J/ /r )l7五I?Z.仄庇に有効浚

ノ． o ゲグev のず錬（中 o、 oo 11- ev) に対する成収軌面燐¢久左

ノ〇―Z之 C、71l.z..のオータ｀ーの—ものと計算している また有効衣コンア·

｝＇ン釦L バ疇フラシ 7 スfはコパ）し卜砂の｝羨照射の賜合につ
いて、 Kん幻一仁糾—{J)式力屯汀理論約に誘等することが出来るウ その

とさ生じるノ）立1]刀の放射熊 A は． M 主”ろ工ズの原子数として ' 

A = Na'̂ f (I) 

であらわされる．またA は全体の放祟爬助面狭之のコペルト 40{I) 

『線の全体のフラッワス左下とすると．

A ＝ん匂 F (Z) 

であるから． 結局 d l共

d == c.攻f/F (3) 

であらわさ杖る勺 (3)式によリ言け岸したグは／0一ヲ乞C 恢らの六ータ｀ーーの

痺と互り われわれの実、家植ど一致した，・



(Z.I) 

末た差にファンデ、グラーフの装量 1~ よらず コパ．lし卜る 0 による

（ぷ｝(f)反庇の央験妾界から． ？竺砂I の）心互l くわ k)クう切丘反応に

鹿するグ人主計算すること．しできる· その結果はほぷ・ノ0 ―zz(.1已バ

ータ”—ゅ必が浮クがている一

参考文献

ノ） 池田、告克i．尺＾み¢ム忍今必丸エ 底． I. グ（グ-56.)

z）泄印．吉栗．凡必c9必忍だ三 加、 2, グ（パ芍ら）

3) e．炒砂し盛， 72忍担必如い．牟 加，伍 45（グ豆）ヽ

チ）以， C．加羞7-.み、巫砂也ll ．茂ヂ·心竿，＇ゲ彦（ノ好9)

A-9. J迄＋Be 中性子源による汎素の史量にフいて

（中性子吸叔法(!)適用）

甲南大薙 〇曰下蒙 辻迄雄

硼素は裁中雄子に対して大き友汲収断面浜〈•775ベーン）之有し

ている。洟老寺は心ヒク碑素⑦著しい鉛中牲手汲収柴よ利用して硼茸

蒙カラス中の胴栗之定置iる宰·ま試みた鴫

中犀子澱として尺＾、50叩9 +.Be主渋胴し．中造吝或卑剤として）＜

ラフィン之用いた，中溢手挟庶器には Aザ叉は丘、） Fl屁く直丞
亘C.'W（)去用いた、 A g辰主荊いる応い逗謬記即豆 20.9分
とし 衷射J5 so 秒か少 5 分阿 I 刀板工用いた時芦 Z時汽莱射し．
照肘亡、．！分がら之 0 分向令．日、母故琶（雲母涙：ノ．pる勺（灰？り

で且コ民放射走主測定した、熱中性子翠度之測戻する為l：：：は Cd. 7 

イルター＼＇専サク、る7，り11) よ用い フ・イルター之坤入 L た時の恥盆

翠の土成放射使辿左 フイルクー左稗入しない玲の生戎放射態縫か

ら差司く手によリ悉中桂苓のみによる放射iヒ奎度と珀定した、

失づ翠射に於サるパラフィ、／，ゆ弐河蓉的配蓋さ於計した亥 次．rJ)



（之乙）

結果ざ得走． 5ク、乙 C 1)1.メ…即？． ()C 吸メ虐． ZC?月のパラフィン涵中に表

面中夫•よリノ． 5c 7I（下の位逼 l．こ中枇吝澱ま蓋き表面上に一定の涅さ

の沢ラフィン灰土重叔て行く院の表面ヤ央に於ヴる葱中j腔子束の景

度は 中迪子洒より釣 z.5c奴の対て麺大と友る宇左訳めた一次に

室ねるペラフィン板の中夫に竜姿升 Z C ？尺の文衷咋くる院）文．中桂

手涼より叩 0 C ?il の所で 穴の無い時よリ薬中雄弓束の蒐度がこ•

岩衷も栗＜姦る辛玄認ゆ芦
よって木琴於いてばフラスチッフ茎器に政めた、か幼試料よ上袈.. 

のパラフィンの火の中＼て·置き 試料表面の中矢下丁れターゲット声
置-<.ターゲント，上面 F C cl..フ 1)しター立蓋き 裏面允‘ら末る，（

訳料ま通星し左い）熱中姓子立羞軌する，

恵紺試料として． アルミナ叉はラリカと瑚蕨 ア）しミナと諷娃該

ガラスの淀合試料（芦'JI-)，．及び躙珪煎かラス紛不（嗜ャ）のみま

用いた賜合菩ぇ歳計した，
之与の悪合の試剌の中に卵奈合有量と In 険武器、の熱中雄吝 lてよ

る放謝沢翠庚の阿探左求めた，いづれの瘍·今、：L 硼素含有蚤の芦加l=

つ邪て副素の熱十梓手戻訳仁よ（）放困祀奥良ぱ或少するか或グ率は．

椙致函欽的では度い）

検量曲練去用いて剛定左行えば｀ ク、／メ六ーダーの棚案立育効に

戻蚕分オ厄逸気る．カラス中の調素のか析には硼来含有量既知{/).ケ
ラスで於量曲蓉之あらなじめ作成して壷く宇が望ましい．

別表としてガラス姶木に一定量のげ7l 扮•末主加え 月れの放炉t.
蓋戻よリ覇素主阿接的に尺量ずる方法か試みた．この澤合の東．紺法

は前裁（｀日北茨 .,?0 年会讃炭）に淳じ｀夫J

本涙によれは広範囲の麗乗合祠量の試斜中の親素ま杞蓉兎理せず

に戻量庄束る．更，に本法ば中近ざ涙収時面痰の大さ衣元素の定量に

逝用が可熊であ o.



. 

A-l0 尺a-Be （混合）中性子源による放射冦糾ヒ

に向する研究

r之3)

網阿大敦冑 塩）11 孝雇 ）＼木益男

山武、舒夫

心—,Be （知： ／ 00 ク11)中牲子．療之用いて放珀活桂Jヒの基糞約珂

苑左訳ゑ定せして得ら:}(た結果ほフェロ入’→ぅ｀、ウム中のパナジウ

ムの放斯志混1t分枯に応用した，

尽し一ぷ e 中性了療よt)放菊さ 4（る中）此手は 0 から入ラダe yにわ

たってし）るのて 放酎起牲に 1こ道用するために）ま適当哀涙卑訊ど用
いて或茎•しなサれは区ら広い．—叙/-;::放紅疇如によって生成さ札
る玄茄梓核種の詈は 照珀詩の中牲子密度に｝ヒ問するか＇尺a.. -Ee 

中禅．子究よリの中粒子完度は比駿的ノIヽさいから、 せオ（による放射危

遮たは 反応防薔洟か大、さい核旋か またはてのほかのエネ lレギー

による．共嗅啜、叙ま．しった該程）之用いれば効卑よく℃オ（が行われる

用いた中雄子賓は応、／00双防と Be (/)涙合物で小さゑ了［しミニ

ウムのカアセ）しに入れられてあ） 用いる峙は木万ェチレン菅にい

、れて用いた，

先づ始め振とマンガンについてペラフィ・シ芦或翌利として□ 衣に

よる恵痢法、主巷干訣祠し 次いでバナシ｀・ウムについても同椀袋言し

た。

パナジウムータ！は翠中桂字では夕ら土Qクパーンの放射ヽiヒ軌面·

簾之布していてミ7 るかのJ\、ナシ｀、ウムー．ろ 2 に放射痣性オヒされるが

臼 2Doevと辱oo£V の中牲子によっ □ 夫喜ゑ収口起少それ
故パナシー・ウムータノは大き広及淀勘面痰土衿った屁釉と阿様に窓湯

に放尉迄牲・化される。ハナデウムの試‘舟は 3 0 ふ妥濯して哭澤・飯．菜
秒より守— H計数悉によって測足したが 辻淑した放射桂核麺はパ

ナラ‘・ウムー 5z のみであることと．炭寿恙追曰ヒに老って且． 中た上苓．

／界と誅濯向には践返刹主量か友い方がよいことがやかった～たさ-_し

./’ 



(Z.{L.) 

中禅子茨と言式料のまわf)は漱虚脊0 でっ）まねぱ効率よぺ放射活柑，｝ヒ

さオいなかつたシ次いでフェロバナぅウムについて 巷干の分析主執

み検量泰よ作式し フ.I. m、ーナシ‘｀ウム中のパナデウムの分折主数

ハ°ーセント以内の誤差で伶屁することかできたっ

A- Jl 放射牲）しテニウム屑悛化にフ（）文

名、エ武 甲田・善辻

放射社）しアニウムは核分裂生咸勅中に数：外．存在し 1ヒ涅的拳飢が

複雑五夫め該分夜生試抽の分苅あるいは英料処理の際に汚染主起し

やすい沢つて放射祉ルアニウム主捩分裂生飯物から定量約lて喪去

する目約で分料に韮すると黒われる酸?tについて 2, 3 の爽痰よ行

った。

捩分裂止武坊よリ無担体ルラニウムの分禽については.D.N·. 成711R.

の逼マンガン咳カリによる菜苗涙があり ま夫神原氏によリ童クロ

ム酸カリによる茎浩去が戻唱されており いすれ↓よい結宗が蒋ら

れている。 しかし定蚤的必圭 Iてついては見向の芸とし多いよ
車クロム鼓力‘)ー琉蒙液は高温にあいてはルテニウム主よく蛍祀

するが常温では知幻への声iヒは起らない。通マンガン咳力＇）一

琉蒙疲は常温で↓．尺げ→尺9四への夏ヒロ起すことができるので
主に遥マンかン蒙カリ設iヒ左行ったっ宍痰に快用し方放射枇）レラニ

ウムはオークリッジ．J{,しから輪入した.1°茨“―，，呟並茨合勅〈

知りま用（＼ 恙淘法以外の実験には弁珂涙 G 目カウンター上円し）

萎溢法の史験には EK Co 社製．ランチレーションカウンクー立狭用

した。．

、• (J)木°()エデレン廣への材羞量の測定、、放垢牲ルテニウムは該｝ヒ謝l

りの夫存下で本9 ・リエチレン 1こ翌只付着する池9見があるのでこの洪蒙

立利用して枯着量左到足した＾）レアニウムトレーサーと遜マンカし



(2:5) 

ン誤カリの一文言壱よペニシリン瓶に入れ これに楚々の濠度の毅

あるいはア）レカt)よ加え ぷリエチレン蕨で詮土して zo·cの桓

遥室内て一戻詩向板盪した。アルカリ祉では付羞遍少なく 酸牲

で）ま蕨殻戻が上界すると大．夫！こ、対善量之虐ナが この 9じ名グ0 ~ 
麿ダの院誤I匡側に苔し l) に一クが表オ（た。
また別に捌桜した玄紺鹿£“°仏主用い末＇リエテレン費への付羞

量土測定、jると弱酸祉測に震上よ持つゆるやかな曲線よ与え・華
しし）ヒ'-ク之示さ広し）のて ）レデ＝ウムは遥マンカ一｀ン捩カリによ

つて弱象牲にあいて鼓化さ祁やナし）‘•とがわ必る．よ夫星マンガ

シ蒙カリの巌戻左チ、夕～ o.o 3 必まで変えて実験之行ったか濯惹

量はほとんと一定で蕊った•. • 

（ II）ヽ揮発法による測定。和 0が（J)蒙｝ヒヰ誤立揮発法によリ測定した

ぷリエテしン製誤納皿に一定聖の）しテニウムトしーサーと逼マン
カン猿力リま入れ —ーれに虐々の蓑度の酸あるいはア）しカリ互加
ぇ混合挨 上卸まストリッアヘ゜・イント之埜っ、た硝き灰で裳い一足

条件で赤、夕け東ランアで加哭し 足仄0#·か峨くととーしに痺発して硝苓

板．に材善する蔓之潤定したっ恣涙がアルカリ牲がら蒙祉に変itす

ると）レア＝ウム椰発量が次宍に多く友るか＿ jクク〇へ笈¢、IV設社測

で同様に碧しし）ピーク土示したタ

aII.) 菜活去による於蓄。以上の結果から戻射枇ルテニウムは弱羨桂

深淡から容易に蒙た条冷厄に行いジることか推戻され走ので か九

1-/ゅょと同様の方法ま用い 硫蒙翠．戻土謳々に変えて菓活去朽っ

た—ての弗果 o..o /,;./,"\.--ノるダーがz30f (l)範囲では収率る 0 ~ 
幻）外で大体同様の結栗であった＿この枢率はこ＇れまでの文献極
ょリ底 L)が＿母束中に残西する放射佳はいす．｝以、今妹の I ～三％

/'.::邁ざナ表．余のど0 へ 30メの放鮒胆は念匈器羊())硝子壁に・け

羞し友，

羞彰去によって放射雄、iレ・テニウムの尺量ま朽うためには硝子壁
へのルラニウムの付義（反応ま走していると定わオ（る）主防止す

ることが最大より門鶏であることかわかった。



(26) 

A-IZ 陰イオン交検による核分裂生蕨物の分星

大阪市大理工工旅ー郎，ホ声l 平＼評
山寺方、進

ノ． 』土鯰： 筒·単な探作によって比衷約大量のカルラウムての·たの

元素の存在の下で，．該分裂生涙物費土蹴実に分，産すること．詩に

セシウムとストロンナウムの分高ま主瞑とするー 一

z 方法 `` 戸H 主詞肺したフェン薮ァ＞モニウム主袂用する記

オン支炭去．

灰甲劇獅てのた一（久）樹褪目はり忍虹X / X l,L., /Ou~zo{) 

メップ．樹鷹控尉試料数十7l1.炉逹に対して容戻約 5 畔（呈 7/\..

/0勿切、第 70 ~)1/-0 灰仮） （¢)袂用容液は次のラ渾 (A) クエ

ン跛 Z.l 伊十.!>.N d西幻0 ?J7.／水て全株主／00 切£に希釈する。
戸月約ノ 0.3 前後 '(B）．クエン蒙乙／ 1+6ハり約鯰り～ノろ“

水で全体上／如況（に希釈する．f H 約兄 ·5 前羨（C) クエン疾

乙I 茅t 4Mが必テる～ァ頑，本で全体主／ 00 叫に希釈する．所

約 •5ー／
(/) 子め尺 OH 形 1ロムっている樹脂雄 l＝仇）疲ノ0り卓之通して
条件之蔀節する，

(Z) 祇料の希届蒙窓疲よ湯恣上に茶発羹回し 戸以，以内の水

にとがし 一ーれに凶）液／ 0宏必之加える．

0 試料哀貨脂柱 1-::::: 通し 衷に“）．夜 5 況｛及ひネノク況¢で洗ぅ。
この捩作でセうウム旦完全に謁漉柱ま且過し．力）レシウム、（及

ぴマグネラウム），希土捩元素その他は残る

他のアルカ')金産はセシウムと行動之夫にする．

(-f-) 次に（A) 疲之 30 へ尻〇況£ (30 '7J戌以内で宇実上充分である

が）通すと ストロシチウムが翠萬されて来る．カルシウム，

希土疾専は残る。

(5) 衷 1て (B)来 50 へ／oo 遥．あるいはそオ（以_r._て洗うこと）てよつ



(Zク）

て力）しうウム（反窃マク•オ、シウム）広溶禽さオ（ー 希土類．及こ滋

井は残る． （但しこの（5) では疼、船茨が非事に多量 l文在って取

扱いが不恢であるので 別翠として次の方法に依って烏↓吏い．）

(4) (5)の採作についで水ノ0 頑て紺脂．註上洗っ左羨ノダIL/C(

/0^ Z0 頑でカルラウム（及びマクネシウム），希土類専左全

郡洗い盆し 溶茨主君沿、上で衣るぺく速心に某発して混酸の大

詢分ざ皇本す．冷却桟こオ（に (C) 液土／0 ？必こ加える．必しこの

とき茨涙か生ナ，•る拠及ことがあればアンモ＝ア左洞下して次痰

が消戻するに至らしめ、る． このときアンモニアは六して遇剰 lて

なら左い戻 1：：：：産意主要する この揆にすれば戸ガJよ 5、 I 苅装に

裸たオ（るはすである この翠液ま予め (C) 液／ 00,l)必主遥して

条件·±飼飾しておい、た崖賑雄に通すと力）しシウム（．及み•マクネ

シジムうは通逍し 希土類券は樹磨雄 1-:::: 止まる更に (C) 衰 5
•一へ／0以で洗う．

（＄）ゅ撰・作で令畠したア）し力＇）金産椰は翠寓脊！として拝I• いたワ

ェン酸アン’モニウム芝汐量 I-==-- 含tのて戸 OH 型にした尉焦註よ

、 直すことによって餘去本蒐、る，今様の採作は（'f-)で合声したス

トロンプ｀ウム苛についても行い淘るわワてある．力·く マワに）量で

行った詰哭では爽＇らく淡駿歳と思われる究惑か樹廂淮において

辻し＇やす（＼ムで 充分攻注兎の下で行うな 救は一雇のこと避

ヴ天方が気難であらグ

3 差墨：樹馬注）本にフエン穀アン王ンーアンモ＝ア翠茨 3逼

ま侠甲サるたヴて割に筒平 1てマワロ量の分産ぷ杓オ吋（ セうウム

とスートロンラウムの分蕪↓琉爽且翠岩であり表にストロシチウム

と多量に存在ナるカル：：：／ウム器との合病が特オ：）オ（た，

クエン酸の代') ]こ酢蒙．立用いて頻似の方造主試みたが．てオ（は

洞足すべき結果が宥られ蕊かった。



｛乙ざ）

/4-J3 麟型餘イ方ン交戻樹脂による咬玉と9'0yの、分襄

ぇ百的

日ポ原寺力研究所．矢島聖戻 口方英治

山口千榔子

景疇イ六ン交授紺岸による隈イ六ンの分率の莉方法として
/)ヱ）ヨ）

91 沈浪ー炉逗 ‘I 迭か蓉遥さオ（ている。，、 す左わち分畠庄目的と

すると陽イ大シとよく沈恣左生ナ・るよう友反応基主あらか、じめ陰

イオン交捩紺直て吸着せしめ． こオL ド執‘料案哀左流して対象芦イ

大ンの承左宏渉として加胆内にとゞゆ 他のイ大ン）よそのま S 荒

企辻しめる． ー、のよう蕊方法によ如よ決仁裟昂イ六ンがマクロ蔓の

屡合は勿論しばしばトレーサー量の瘍合、で．しよく痴胞内．にとゞ

める寺か菰束る蒐放射枇物東之栗リ拭う瘍合にこのよう衣方

迭ま用いォいま容器、の各曼，訊‘栞の董え他の方去に比蕨して小さく

することが可定であリ， まえ次翠．究星玄辰1持ド行うことかでさ

裸阻・し単詫であるから遠欝振作 汚染防禦が比裁飴客景におうこ
とができる．更に蓄逸ぬ宍沈芸に比敦して送択祖が高い忍ど倍•々

の利呉がある、

演者ら必研究ごは修設翌酸イオン交痰担頃にトレーサー蚤{lJ、

竺賓ー知yま筑した規合 ？吋のみま樹荒乱主にとふめうる寺がわか

ったので 汐今ーデ勺案液の謹気蓑戻戸H 造左とについて挟

訴左加えて合高の最過茶袢左求めた．

2 央蕨

険イ大シ交捩紺鹿として少。V\l.. fl..X ー／，ヱ x ァ．ら、夕0 - /oo メ

ンラニの必のと用い．樹苑湛： l太亘丞．る？か祝，長主／00 仇心l で，これ

に要する樹諾量は風乾劇廂／ ？で歩った。流毒は 0、5叩也る必して

歩つ友。子濡実験として火酸型．炭酸翌 修痰型の創廂について
足且的な 7OSr -?0Y の分萬．宍烹之行い 結果について於言すよ加え

とところ診醸型麿ィオン尉胞が叢↓よりと考えられた少て．この
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空の船庭について同哀主進めた．

はじめ rf/-之そがそ．、オ(20 ，ラ、 G. 咲(), 5.o..' 乙` o, 7̀ o.  

ぷ． 0. ノo.o に詞姉したノ％隊酸アンモニウム翠液て屑食イ大ン交捩

紺胆註左荊処理し これに同じ戸H (})疹蒙アンモニウム哀液 zo

叫 1畜 Iメ e fl) 7OSr-?OY 之加えて流し匁荒生淀は／ 9口の

フラ＇）ションにとリ裁料皿で戟困・して年ーげ計数羨量により茨

射茫去珀定した。誤料窓衆よ流し終っえら桑涵木之流してコ次第症

の流出が読められ友くなる豆茨糸した。次1てク・タMの馬鼓で恣角

ま行い 翠育液は同拠にノ況のフラクシ三I ンについて放財態左

曳煉した。？Sr とァoy 1(7.)心睾工芭汚］するために zふタゥ／（グ戸

のア）レミニウム蛯よ材丹皿ドの七てグC.•y (/)13 線のみ渕哭するこど一

も告った，各フラクションの全汐射態とアルさ＝ウム箔左の仕た

勝合の放射熊とから恣萬曲採よ•作＇）、ク9Sr- ？勺、の流生tJ)•広叉主．

検討したし最初の涼且豆郭分と蓋簸の溶、魚部分'I-0)うちから灰恥柴．ぬ

窟いフラクぅョンについてア）しぐ＝ウム箔による¢線の表収り冗閲

尺及ひ半戴勘rJ)測史よ岩い POSr'と:r- oyの分出の状態□検訥した．

武群蕊液主燭北アンモニウム翠液にした混合について↓移殿．ア

シモ＝ウム翠浪刀I 思合、と同巖の美験よ符い 畠t.アシモニウムの

蓑戻 クH が分寓に及1ます形審主扱•計した，

3．鈷果

／沙修酸ア＞モニウム哀定の湯合にはl,PH z.0 ~•ア:o でデ°Sr

へ＜妥合物中の心遺爽企＼て疲本し 7°Y(/) み樹廂仁啜羞されたr

戸 H So  ̂ /0 、 0 では？¢Yl土完全に汲看されるが—笥{/)•~sバ

夫に汲老iされ分苺は不完全であった，

蘊1ヒアンモニウム窓液の賜合にはでの濃衷が戸H 20 の屡今F

゜｀｀／ %, ク． 3 外， o. s 7•, ／メ， 5 %，戸ゲム、 0 の甥·合に、5外

/ ％の漆凌について検計ま加えた結果．． IつH ぞ， 0 め屡合は 'I ,t.,

5% では分高が不完全で夢った． ク・ 5 へ 0、／メでは朗不兒全であ

フ夫マ戸 H 4.0 の懲合／％て）ま父0sr 疇出 □1 続き室ちにパ



(so) 

ヵ衷羞水で琉出し．・9分萬 1-::. は不一適当友条件であっ左， 05 殆て）ま

弟んと完全に？0国とへyが分忠さ如定，

り尺砿たがんふ心 ,A九ぷ．ばん叩，こ1 /5Z -3 （／戸らア）

2.) J、L.砂以K．＾必ー尺呼立以，必辺~,立夕70-I(/9嚢）

3) 尺，グ．j砂必，今． A. 砂彪を，忽心也，／77 ·,??3-／砕（，）

A-J＃祐酸型険イオン交検樹脂による救分裂生羨物の分族

曰本哀子力詞，究所 矢幕聖灰，立方英迄

山口干鶉子

ノ自·的

冷却期叩釣 1 年む丞た該分裂止成物中の主五扱糧は度70唸r

ー：）夕芯ー） lゲ知， ，，°焚{.)..) 唸： r- 陥，等である• 一ーのよう
忍該様の分涙分高は廃棄物欠犀及び放射担同祖元素としての科

阻の面から↓童要であ 9 多くの夢告がある： しかしこれらの多く

はマクロ量（沢つて洞々の該證の放射錠奎度はノ00ヘノ00o キュ'
')ーに戻ぷ）ま対秦としているので）必ずし—ーに訊が回の実蔚に逹し

たこどのとは苫えらャ（表し）．

宍老らの六ーの目紀はトレーサー壷かわマワロ量にわたる該分

裂止戻物が分忌できる方法主束めることであった。次に軍汰射肛

嵌料ま衷う勝らに放射綜防禦の呉で遺網靡作主）辻要とすることは

広うまで·↓ないか択って交廻退涯はできるたサ単飩で、処鯉容翠

量戻ひ爽用す 3試果の量も少量であること｀，放射桂物費の存在位

置が処理過産中容景に確詫可能であること及び供濯容器の汚染か

小貞乞囲］にとヽ｀まること広どか／J必要である・ 一、のようなうくま洞足と

せる方法庄末めることが穴二の日的てあづ定，

従って実者らは 別に飯告するように;ros Y'と 90yか蒋裏型馘

ィ六ン交戻街脂により分高出束方ので上峯の自約之茫戎するため



(.3/) 
.. 

に さらに同型の陰イ六ン交換菰烏悼により該分裂止裁妙いの分族

ま試みた．

乞．実験

斡｛オン支捩尉浩）ま D妃如江／ー X 75_.. 50  ·~/¢Dメッラユ

長さ／ 0 0 苅勿のもの左用い 樹脂の荊欠症は 5 吸疹酸溶液によ｀

')彦誤型にし 流迷。：5九／叫がり樹造桂と侠用した。予襴実京
として希.±..類に産する捻謳ノでな、ノ勺•7摩反ひ’ノ芳ごu 古いぺ•西H

z , ゲ及 (.,,l‘るの 0、5 形瓶たアンモニウム恣夜の各、々ド加え上速の

加胞ド流し文結果 ぃすれの揚合、にも完全に喚巻さ水 さらにて

れらは o 、 Z”-Hばで茎易に喀出することぷわかった．

次/~／咤忍』ノ呼位，彦乙—/\)み及 a· ?o~心の各々品JたC 左加

え左 o,·5 ~町ヒアンモニウム玄液 zo っ辺，泰涵Jkzo 仇以， 0•2 

ダ—た！必乙〇灰£) a,5ルーげ改乙〇？成及びノん—1-/dzo mY.

左碩次上述の加廂江に淀し．流志液 l太ご双必すつ本‘リエチレン{l)

誤涛以‘んドとリ ＇ャ羨シンチしーションスペクトロメータードよ

りスペクト）レ主剛定した．流出液中め核謳の定壷は，えらオ（た名、

核極のスペクトルにより 広拉逗鱈）光燈劾果によ合ピークの高之

さもって行っえっさらに定．量造より多．核租の窓革直森立つくり

該裡の荒尖林聟立捩計した．竺百と 7乞刀の定量は．阿声の｝—森

エネルキ｀ー：控ぷ似蓮っくいるため ア）レミニウム啜収板による戸

ー羨エネルギーの到定によった。
この結果、，＇吟豆は量F 多少はあるが全フラクシコ l-::: 放本し，

しかも 3 ダー H之によって↓症生し互い祠分があったので モー
ル氏蓋之加え夫誅滸衆衷戸f-/乙らに銅師し、過蒙ィヒ水素による本

瓦．t.夫二苺との共宍によリ心今弘の約ぶO'／よ除去した誤料 1てつ

いて同採 1こ今族玄蔀みた。さらに 3M- H改ら元£土畝料痣液 lこ

加え徐々に亦外線ランフ。て乾媒した拭料について↓分京さ淑み

約 3 年左径たと考えられる該今裂生哉牙いにつく＼て泌今族主試うた。
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3 結・果

／・） 忍応人ま殊去し友い瘍令

〇誤料溶ミ茨pH 乙

流出辟介 勺琴 名2 デ豆タゎ； •-:9ダ:5b ノ 0仄ム·泣

娃訂ヒアンモン恣炭， ジ00 チ : :0 ・・ ・ O.ｷ 

゜
.. 1fO ．．＾ぐヂ5

o.z ダーた［以 0, :/•00 0 、,•

゜
ゞ..ii,へる

ｷo. 5 Al ←たI 必―

゜
o •,. • /004 .i .. o 乞~ヘ. -3 

Jiダ -'-H 以？ ｷo- ゎ・；． ' 0  ／ク0

紺試註残、．．＇ . 0: .o C> : ｷ, 

゜
ゲ5 へ5:5

〇誤料翠液fげふ ,・泊.,＾·；.ｷ 

、流本部今 ．久ラク ，，仁ク ｷ .. 

をY ぢb ノ0． 9 ム尺U..••• Cs 位

饂化アンモ・シえ尽衣 ノ・:00劣 'O 

゜
..o f' O へ·fl- 5

ク、乞/11.-·H必．．

゜
ノ00. -

゜ ゜
ノ．夕る、ノる

グニ5“-Hec C,. ,o ｷ: ・ダ、00 .;. 

゜ る··：ヘフ

ノ入f‘- H以2

゜
｢ • •• 9 

゜
;,00 5ク匂以下

樹陶柱残 . ｷｷ.{.) • {) 'O、• 0 .ど.:5へ．35

z) ?06尺久め夕 O'炒迭襄直した鬼合

こ1J)場合．夫．替する· ?•5幻‘汲a' 竺炒は全部ノ竺知と共に捺去さ

祁た。 '‘ 

-0 試丹液戸-Iz. 5. 

淀土ヽ部カ 度をs “.“. ‘ G 竺心
誤料哀液詞分 /00  〇: ;• ̀ ~ ．．ノ 0

り、乙バ→たI戊 • O' ノ ¢a

゜萬脂猛寒 . O ．し．． o... /0  

ぅ： 3 ダ'..;,..'f-;忍.,で欠痺した焙令、

蔀舟←H ム F おいてノ04知の5 ～ゾ〇fが最初の瑯令 1：：浪
生し 衷部分は紺脂 1百汲着、してい羞したがって丘年の祠印(!)
燭為よリも良好に分旅が可走可あったっ

#) 該分裂止声物について 3M- H ばで処理した鬼今、も皮．女該

詰果ま痔た。



A-IS 溶媒抽出法によるテ）し）し (l\l) の分離について

校分裂生物中のテル）し分離腐式み

名・エ試 田中古左右

（翁）

ノ 自的i Te (IV) の有機溶媒抽出 l：：肉して lま 2,,3 t1)袈告応あ IJ.

工ナ）レエー了）レー湿酸系． ジェチ）レジ｀ナオカ）レ）＼、ミン鍛、ノータ

ーベンゼ｀ン系・ジ今ジン一四渥化炭素系(J)抽出等呑扱にォ食討
されて↓）る心 しかし種くの有栂溶媒に対する Te(IV) の灯動は

評郷に検討さホたものが乏 L. <、核分裂住成物からの分離法とし

て抽出分離を行った報告はみられなり。
本祖では 核分裂生成閉から堕迩から高収率1ニテ）、し）し左抽出分

競すること之目的とし．主として） l ロザン化氷索酸溶液から Te

(IV ）め抽出を詞み戸溶媒ほメナ）レイツうチ）レゲトン左用し） E 

ぶ．数履の他の漆殊 l＝ついても一定条件下で分配率を測定しこ稗

果を比較した。一方核分裂生成物中に合攻れる他必核橙について

も．どれど‘れ各分属中の代表笛枝種定送な．デJL)しの抽出条件に

おける分配率左求めた．

2 、壊作ンテ）レ）レ単体乏叩叛叢粒亜テ｝し）レ醸ガリウムガら次殿法t::.

よつて精漿し·.、分光分析によって和戻左碑甑．した単体テ）し）しを、

濃硝暇 1こ溶肝悛蒸発乾阿し． 4 けの酸に添肝してヲ日放射社 7.)レ］レ
(1 V) 幻梵／仇¢溶液を愕た．一方J::.詑と同じ、く精袈後謂袈した放射

牲テ）し）レ（テ）レ）レ単体濃度ノ年”.7/.処こ）溶液を試料とし．門考から

各て分咤奉釦求めてど □慾釆左、比較した。抽出はノ処もの試朋溢

溶を介液炉斗）：：：とリ．＃況e (/)酸溶液を加えて全量を夕況乙とし．

等量の溶媒左加えて 2炉 C 必恒湿室内さ／碍向）ぶ 1) ．ユぜ、ろ呼阿

静置した｀非放射姓テル）しの場合ほ周康からどれど｀れ 2 況¢(/J.逃

液左採取しく蒸茫乾阿し、チ月の塩酸2 況¢に溶何悛ジェナ）L ジ

ナオカ）L 八‘令ン酸ツーダ｀ーベンビ‘ン抽出によりIJ恥光慶を測定する

（日立先電比色計サ即0 が／フイ）しター使用）。放射注〒ル）レの渇
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合は閂相の各J ?nfa左ガラス製試粁皿にとリ，、）1r、外練ランプ下で

乾燥後 GH 言十数管さ測足した（弁研 G i'1カウンター：マ 1 カ窓の

蔑さ弓悦ンC・記，試料と Gr J'1管窓との距離ノ0叫7し）。了）し 1し以外の放

射柱核種は大部分該分裂注賊物遠液から分離して使用した。分配

率の測定迂放射姓テ）し）しの場合と全く同様）二打つたJ

s 郷果；メチ）レイソう‘ナル·ケトン；イソプロビルエーラ）し．アヽヽ

）レア）しコー）レど）＼ロゲン化水素酸漆液商のす）レ）し- (IV Jの分酉李

は汁ノ表｝：：：示されている。
~ ·—•-· 

対／表丁 e (J V Jの分麒率（訟゜エ/° C) 

溶 媒， 畝濃戻丞髯閲累雰霊 汲光測定

メナ）レイソブ‘ナ）しケトン• 6MHd  
a) 

'/ z/..l'1 HSY b). 

I) #MH的池C)

イソプロt:<,)L エーテ）レ ム MH 必

ム、？入ノP
d) 

ノ、 9 >< /0 之

ム、 3 X /0 --.3 

-2 
ろ、 2 X ノ0

/、 2 X IO2 

I、 7 X ノ0 .2

ァヽ）しア）しコー）レ ム n H 凶し メ 0 x ノ0

a) ；酸濃度 2 ～斗月＜房釈李因暇濃度の増加と共に・急激）＝上昇す

るぶ．斗--v 6 M 戸，ば傾斜も敵く単瀕＼コ曽加する｀

い；ノ～3 月で令屑E 李はJ::.昇レ SH 以、上で、口略一定となる、

乙）； 2 ～ 5門の茸囲で分爾李旦力‘わらはい、

d）；分取率 50］ノ、J:.さ疇戊誤差のため 1言穎戻ほ低くなる
~ ~ ~ ~ ~. -

ハロジゞイオン濃度を 4}可とし木東イオン濃度をかえた場合丁e

(JV) の分配率は水衆イオン濃皮の滋少と天に低下するか、対応す

る）＼ロザこ化水素酸の浪爽にあ‘ける分配者と比較して可成 1) 異っ

ている｀

核分毀注成物中半洪期の長し）核植ぁ‘よぶ各分扁中の代表的核履

について、メチ）レイソジナ）レケトン

た分配卒を汁 2 表 l：：示す、．

）＼ロザン化水衆酸ぐ求め



（謎）

~ " ~、~ ~ ~ゞ

対 2 衷 核分裂物嘩中の枝雅のメナ）レイ、ノうナ）レケトンーハロ

ザン化木束酸の分宦挙（ 20° 土 I{)C)

核雅の 滉度 し分配率
種類 # J1 H Br  ム H H 必

ノ37
Cs 

90 
Sr  

グ0 y 
?5 

ノ外

舒

Z r  

尺しl

/'10 

工 z

u 

（無担体）

( 'I ) 

( ) 

( ) 

(BxJo-I )1) 

（が／；；3J1)

3斗又ノ0一
夕.9x ノ0

-4 

咲ム x. /0 
ーサ

メ o x. /C> 
-3 

ふるス）0 ー牛 ／よ｛ズノo ーサ

48 メ）0
ゴ？ -2 

2,8X /0 

5、 ox /0 
-/ 2、 7x ノ0 -} 

ノヽ 7 X ノ0

＞ノ〇 2 >2  X/0 ; 

+..4.x/0 
-2  

/、 2x ノ0
-I 

, 

-・~ー·

l火....tの結果から丁c (IV) の核分裂噛憤からの単ーバ｀、ソナ抽出で

ほ R 凶 Z -r, 収の汚染左寿磨し．は 1丁れば‘ほうないことがわかる・

溶液雄へ Te. tt.）ぶリもど‘す際の丁C (l V) と Ho (V /), I2 との分

離，あ‘よな丁e( Jりハロザン雛渥tの牲唄につし） ＜方察する．

A-.Jる グペロンークD□爪）し△兎による枝分裂

生物摩虹出分離

金沢大考 0 木可敏·泰，金谷光患

旦 楚 1：：：唇者らほ丁TA （か乙知んラ必なサ£“oro 年乙o心

ーベンゼン漆液左用し）木溶液中からの核・分裂注成物の分隆左迭

蝶抽出法によって行い．酸柱溶液から ZY-を． PH 5 ーくにて希

土頬ぁ: d な＼ノ在抽出分睾し、水溶液相＼＝ S Y-70 > cs- .J37左残

す方法を発表した D しかし TT A は高価であるから同時に容媒捕

出される他の・イオン、たとえば Fe++tほどぶ多量存産する場合に



（琴）

TTA dJ多量滋要 L. ー紋の社慮 1ごば不向ぎさある、どの代リにク

ぺロン乞用り、クロロ木）L ム抽出乏行うことに式つぐ．‘‘鰭戸必‘’
だク之王ぃ豆入年 1てつりて阿楳の目的左連成レ、かっ共存バ．
凡サt'丁允口， 以 02-t-十 ほどをも溶液中ょリ抽出餘去する方法

をもあわせて行い• Sy- 90 」C.s- J己 7 を水溶液加に残す述望

旦方法を束‘めょうとした。クペロン（礼必姦年1企九ん＾グとふ伊仁

紅勺必処伝~..)は□ アンモニウム堤として市叛され．登酸）性に、

あ｀いて Zr'と．微酸）性において 3 ~ 5価の金属イオンを， PH忍
之．．

如：：：おいて希土頬およな Y' と＋しート左イ乍tj．多量の場合は次澱

を生ずる、これらの寺し一l-イヒ合物およな退剌のクペロンは容易

l＝クロロホルム l＝抽出される。 2 (lJ特桂左核分裂注成物の祖互令

避に適用しようとする｀

2 会羞）令 （4) クペロンは市販／級呂の 5 。/0水溶液をその都戻作

成．（b） FiSSIO？しprod 仏c.. t,s Iま巳丸℃ Cん 雇疇ョふ 冷却期

周約 3号 0.02” 場酸溶液としどの 02か乙 l＝知）万 c p?/•しを

有するよう 1：：桐賎その他巧ーダ0 (y-?o),ZY-95(mかウ5),

尺以ー／04 (Rh. -/0&), Ce -J呼、 戸況ー／4 7.え ほど｀の尺I ． あば
ぶ．U.02++_ Fe -t-t--t, Tぇ年ほどの塩類を抽出実表に用い(,抽出

の湯合のピれらの行動を襖べだ． （ C）拍出旦塩酸のt,. ~ I /'/の各

濃度．およ衣f'.?H 域（／,,.__-_ 7)1：：ついて灯った. B勺ゲ級、ク必巫’か

芯が5 月酢酸一酢酸ア〉モニウム左用い、ガラス憲独 PH x.ータ

ーさ測定した 0 (clしぶカウントば神戸工茉ル＾り、ノ~-1 6-n 管（雲
母窓 2.·2 -_ -m. :J.／全歪，計数効率／I、 7 oJ.。)ン『カウントは．
”仄e, /e c,. r 社．バode. I Pダ7. シンナレーションカウンラングヒ

ヅト）＝よった． （e）分液口—)- lコョo 九¢、首の緬い·-燈い太い那

芝月するものと用い．ふりまぜ｀ば書動式上下振蔀 I＝よIJ /合同
220 回． ・(f)実験操作：分液ロート I=約ノ万C. P/l"L に相当す ~FP

弐たほ RI 左採取し．全容夕茄{!__,とほるよう 1：：：妍文の酸度または

PH 信を有する水溶汽＝謂毀、：：：如てク穴ロン木滲液勾辺を加

えて、較く手で振リ、つぎ 1こクロロ木）レム 2 旭 左加えて 5分

'‘ 
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向かリコせ｀る。水准に有猿相乏令忍悛．牙Jの分液ロートで各ぐ玄

洗い．洗液も合して後各栢を逮）い分離器（ヨ000 己／，；；り］：：：て完全 l：：：

分離後．紘嵌測定皿に取 0 、棗茫乾固後カウントし雫ユたどれ3

の放氣牲辱桂（滋衰 H叫勺法 1::- sJ:る測定）を求めた．

ヨ旦也墨； 釘05S f i SS,'Dたかrod..以 c ts l：：ついての抽出は P’H i

村並ょ I) 対乱り｀ PH 生 7 F おいぐ全放射弁色の約姦. 5°k が汚様

担 l＝抽出される。 7 ペロンークロロ木｝しム相の蒸発乾回は赤外緩

燈の下ぐ栢めて迅逹であり．赤熟すると酸化物を得る。振りもど

しの］せ要ある時）迂任恵の＾濃度(J) l烏酸まだほ硝酸さ行うこ 7 ペロン

は波出せず、金局 1 オこ(l)みが水溶液に入る.各べ(J.)猿種が抽出

の渇合）：：どのように行勃するかど見るため、J::.と同じ抽出衷単哉

の尺］と用いて行うと． 戸H 生 '7 さ希土退！と Y は完全1：：：：：抽出分離

されるっ.:::::れを利用して Sr-9o + Y -9o から Y - 90 のみを

商単に分哩でき．各マを冦％以上の放射化写斑度さ得られaQ.
只存す~ Fe十ヤけTが栓麒諏酸桂 (PH o.5~/) さクペロンと綺合し．

抽出されるが） ／し02 叶ぱ十し．ート区作ら1J.. lJ．ょ＝て分液ロー

トに亜紐アマ）しガ‘ム (3 "'}。 Z ?i..) 玄入れ， I N 湿酸中さ空気存在

のもとさ捩ると は 0ご→凶＋4 とな<5.アマルガ 4分別疲、ク

ペロンを加えてクロロホ）しムと振ると、 以4tは抽出隙去されQ.
ょって PH l 付並~ Fe十十十， 丁光＋十、およな‘以斗十を除去し、遠

液(lJ PH た斗～ 5 として再衣抽出を行シと． S. ァ—？り CS -ノ97 を

水窓液相に残す：：：：：とか‘さき-,Q.以上の突喰ば）l\ 容糠の溶液につt)

て行ったのさあるが．ごの抽出法を大容積の試料 lごついて適用す

る湯合についての結果を枝するため．塁0 辺容の分液ロートと

阿 l l. ノoo.~2 の木溶液に舒os.s.十is.s;砂proむt c t （約 1

万 c pm...）左ふくももfl) I=. 5 <toクベロン水溶液幻必．立加え .7

ロロ木）しム 5ヵ必．ずつ1=て 2 ~3 回抽出左<.. I) 退すと．万オ蔑オ目に

抽出されるものの合量 l:J, J l ＼哀積の場合とょ．＜ー政す-Q.

文献：

I) D、 D冗必心生 V 晶吐必ぬ咳，生竺っ丑•三←
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ヱ，／／紅（ノ953).

z) A. l．戸ザe t.J-, W. vf.辺⑰辺乙初んも， 丑竺丑・三全竺ク三乞＇
g83  （ノ？タチ）

A-)7 溶出法による杖射牲ランダン庄OL a..り煩担林

分離法について

束紋大・＾理泄田長生

日本原子力研変汀 海走原襲

放射雄）＼｀リウム／心巳久．からどの娘核．T皇の放約）注ランタン尼0 La 

を黒担体に令趣する方法どしいま．共沢法．イオン交換柄脂法、・ラ

ジオコロイ F‘ 法、ペー）r-クロマトグラフ法ほどガ、すぐ｀ l= 報桔され

ており．せ如らのいずれについても一応｝筒足すべき続気が得られ＜
いる． Iやム刈）分離にあた ⇒ ては．白の干澱期ぶ 40 呵同で比較約

短寿命であるのさ、分親裸作かはるべく荀単さ、炭跨同です志課且

方法が望ましく．む‘つ籾核種の臼 B a からミルキンヴ）二よリ繰逗

して尼°ムんを柚出できるようね方迭が、好者〖合である‘＂ごのようは

見地から、筆者らば．ノ'-I-0 巳久を含も硫咳）じリウム必茨澱を口絲：上

で堪酸で、沈浄して、 ノサo La_ だけを溶出さ辻る分華．法芝娘討した．

この魏の澤出法＼＝より心O L 久芝／砂巳んから分離しだ例）よいまコ

で＼＝報告されていほい．

放射姓）心 l）ウムの木溶液（／知瞑ぁ‘ょ仄‘ぞれと週涙乎衡 I＝ある．

ノが？ Let を含も） I= 担体として場化J\‘1) ウム（巳ん十tノoo れl g)を加

ぇ之、均一添液ょ l) の沈破法を適用して辰恥を含志硫誤）＼｀リウ

ムの茨殴左つくった心｝皮澱左東洋口紐 A0. 5B 叉は砂． 5c の口絲

を用いく口別し．ロートに入れたまま<:· <Sロ向放置して尼0 L 久克

沢滅中に生成させだ．つざ｀に口糸杖...J::の沈波仁全溶夕0 7n.£の濯希塩

酸 (0, 005 が一 4、()が）をピ＞ぎ． 溶出液 1：：：ついて／40 巳C<.と凡ク乙 a



怠、？）

の定量を行は．った．すなわち溢出液 1：：牙二欽 1 オンとバリウムイオ

〉乞担体として加え、ユずアンモニア氷で水酸化ガニ欽と沢澱亨せ

この部分について庄0 L 久の放射能を測定したしつぎ 1：：：：木酸化．牙二

鉄ど口別した口液を塩酸さ醗酸社にし、旅酸を加えて菰酸｝C リウム．

を沢澱させ｀ ：：：：：の沢激 1：：ついて乃LO 巳 a (l)放射能を測定した．ごの

ょうにして溶出液左 l) ろいろに変えて、ノチク L« の溶出の叢遥桑什

を求めようとした。

以上の締凩っぎの二とがわかった．

{1) 溶出される序0 La の量ば塩酸の漂庚がメタ～2ぷ N の峙F 最

大佳＇をとる．

(2) 普通の沢澱法によつて 1乍った硫醸J(‘リウムを用いるよリば．祠

一滋液から沢激させる方法さ作った硫蕨）（＇リウム区用いたとき(lJ
方ぶ／q..o B ct. I.> t昆＼が少はい．

ぼ） 口絲 l~東汗口知）玲詞．玄 2枚童ねて用いるのが効果的で、ある｀

(4) 滋出剤として，塩酸を単紐さ町）るよリも、いれと等容tl)エナ

）レア）しコー）レ左加えたものど用いるのが効果的であり、 3 N塩酸

とエナ）レア）しコー）レの等容泥合溶液が最羞さあるごとる、明ら力、ド

ほ ⇒ た。

A-/8 1ごi SS i a ?L pァod u.. c t s(})鉗賃汰の研究

仙台市片乎］東北大写金底材料詞宛河

後廉秀弦

天野 恕

核分裂生成物 1：：：：ふる各種金属材料表面の汚染反なをの餘去法の研

克 l：：：当＝ぐ景も｝必要とされるのは表面＇を汚染した放射桂店⑫甑左述逹

且正埴L)二分析するごとで｀ある．

考者等）迂汚染只ぶどの餘去法乞核討すQに当っくの基礫手災とし



(#0) 

て、核分裂生成物中に含まれる種区の放射庭故履の分芍法 1ごついく

捻討し戸のでその翡東を翌告する．

訳‘料表面に付着した放糸員生物虞 lよ誅‘焙を碩募極として電肝法によリ・

浪液中に移す方法が最も滴要且迅迷ご、あった、

之 l＝よ 1) 得られた訊‘料溶液左分屈する方法としては．イオン交換

分離羞蒸冦法．有磯溶剤抽出法等各種の方法ガ、方えられるぶ．イ

オン交換分離法左採用することとし 差礎的互点の校討を打 ⇒ t：：し

樹覇としては• Dowex - So 反ぶ Dowex-I 左用り．試料には米

酉{I) 0叩 k 只·i d g e 目立石刃寃苅より入手した Fi.s S. i O N' 応od u..c.-C, S

の硝酸溶液左用し）だ。

最初 l：：：：咬。ん移酸、 夕 oJo酒石麒 (PH 2｀ム） ^ かJ。酒石酸 (PH 認）

及び‘3 W ー壕酸 l：：よる溶離を行い、大部分が 'Szパ '5咋，？苓t'l庁

及び尺． E. 其他が存在する：：：とをたしかめた．而し乍ら漕石酸其

他による溶離kl:.溶哩悛の処貫：：於て、溶離剤の分野を必要とする

場合に担めて不利である、よ:::,て応：： E D 丁 A)=. よる溶離と試みた．

最初 EDT A\：：：式る溶離は枠めて不満足姦病果を示した、：：：の原目

は PH の変動（特に溶離．裸作中における深離剤の PH の変動） 1＝ょ

ると思はれたので、•.l/-5い I：：：よる校討を行つて見た．即ち樹罪租こ
芦らか反替せしめ之を ED 丁 A -2 J{人 (FH を約ノ 0 とした）

l：：より溶離し瓦放附活牲度よ I) 求め巨溶離曲練は趣めくはだ｀らか

廷形左示し、溶出液(}) PH l辻 C久が溶出し）まじめると急激に低下し

て約 3.0 ~2、夕 l：：：：忠でほった疇其悛徐ぐに PH の値ほ巖くは＝て来

忍閃：：：： E 口 TA - 2バんと EDTA-互y久を専E)し宛存在させ

て溶離剤として使用したところ、 PH {l)変郵且見られず且溶離曲楳

も魚ほ己ークを煎した。以J::の寺から EDTA-2 J以と ED TA 

一斗厄の等モル滉合溶液が溶離剤として有効さある：：とを.加::::, t.:::. 

ので．之を用いぐ各種元素の滓躍を灯うこと色検討したぃ又 90SY

と）37 C..sのみを吸着した樹脂杜から己 7 C-s tDみを溶出させるに且

が出 o H -(NH+) 2 Co a ~畏合溶液が有効であることをだし力‘めた

以上の坑l く各種の溶離條件の杉ミ討左行った詫果（＝つき敦告する、
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A—／ラ眉攣瓢元素の翻分離り研究ら—Y Agについて｀

京都大客狸学部分析化考研究室 石栢；雅奉

朦永太一評
〇斉環等報 ' 

要旨

翫た召゜の放射乎笥湛合物を水銀陰拉二皇セル差用いく電侍分

龍する方法口金属イオンのアマルガ‘ム化エネ）レギー.0狙丑玄オ憚し

て．担休及な黒担体0何れ左向わず｀充分洞足の出米る翁繋左愕る
二とぶ出未た、てクロ量と令クロ量との相差は雹阿吋周と胃遼値の

相逢として表わすことが出来た、特 I＝ミクロ量の雹野にば、定量の

困難且イオンも、汀定のイオンの麟姓同位冗素を用いれば筒単に

定甍し得る、 (-音肛は日化牙ノ o 昇会I二袈告済）

次に A/tの定雹位雷用の基痰的研完について報告す-Q.

定鬱位電用法によつぐ金属イオンを分離する場合．重量分析法左

用いて雹着状葵を朔べるのが普通である．分離金属イオンぶマクロ
量の場合巨、重量測定によって充分せの目的を逹する寺必出来るぶ

令クロ曼になると皇董瑠加から推足は不可能と互り他の方法を万羞

する）必要が、生ずる｀どの内雹着ガ完全であるか否かにつりては放射

姓阿位元素を卜しーサーとして用い、放射底測定によ＝て嘩隧する
き炭ぶ最も有効且っ便別で、ある、ごの方法は担体量左堪減させぐ

マクロ量から令クロ量まで心胃宗挙動の研定に利用出米る｀
我べば鐸の定電位憲用分競）こ肉して合まぐに咽告された琶角嘆溶

液斗槙（硫殿．碩酸、熊酸アンてニウムー醗職，ア＞亡ニア牲漆淘

について疋胃•位雹所を行l.1、}- L ーサーとして、A3-— /IO 左用いた｀

主と L て雹解溶液中に残った A:tー／j？の計数左行い計数値の浪少

左吋向の丞数としてグラフ上にプロッl--して上汰雹齊嘆溶浅の各t

の得失 1：：：：ついて考察した心

電笥用ビーカーは．／501凡e のポリエチレン袈を用い｀陵樫とし．
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てJ l :S規格の夕c．丸 X ノ2 c 況必白金網電束豆陽桓としてラセン状

白金練、、参照電極）ごば飽和カロメ）レ雹極を用い飽和朋酸カリウム鬼
液左満たした塩旅を電貯溶沢中に押入している、オ覚拌口てグネナッ

クスターラー芝用いた。

銀(})澤液は特叙硝酸銀を正礁に秤量して 2ふ#九ぼ Aえ／ノ?7L,f3,. ti) 

ものを作リ、放射姓同位元素としては Aダーノノo (P) Agが0s 滋液

乞ふ!;oo CP竺／フ,n,,l 1：：：稀釈したものと 3 ヘチ九乙→っ匿笥容液に加ヘ

たい総ての実酸は雪角溶液．ノ2o 況¢ 室濯（ノ．5° C) さ行った，

電華溶液に心— //0 を加えて充分捲：拌した後．ガラス翠計塾皿
戸叩2 をベポイ、）ーーさ取リ出す。（電寄．節言t数測足）。陰棒雹位定誤

庭した悛霞膝を神入して雹屏左付い．一定可向毎 Iニミ元£ -:5．つとリ

出して、乾燥装、計数する、時同に対して計数値左づロットして、

計数憶から銀、の残番置政な雹用された銀、(jJ)←ヒこ卜左箕出した．
ノzo況必、電陪溶液中叙ノo/、幻九ダ (7ヽ恥ぷ3M)) ノダ／幻勺

( 7` 恥／0 月） /` 0／ふJ11.g (‘7$ x/0-s月） 0 ` /0/4 丸g (7g:x/0 ームパJ を

合も場合について亀同じ‘喰涯電伯で雹肝左行った翁果、溶液中に残

宙する銀の堤対量哀略々阿じ‘オーダーになるコとぶ薙かめられだ．

陰紐霞位は全艮の析出匿位よリ逢かに低くとられているから、銀｀銅の

令饂は良好ほ類度で行う二とぶ出来るつ 4穆の璽押溶液の中で、時

向的＼二欠点があると思われるぶ， N'Y 亡ニア溶液の電着が光沢があ

って良好であるし研蒙、猿酸も電野される諏量）迂略々定量的ぐある
ぶ｀険極雹位芝最初から高くして屋涼左涼しすぎ｀ると粗（）巨着状態

にほる二こぶ分った．酷酸ァン=E_ ::::..17 ムー皓酸 1まこの架件て｀‘）ま碇解

か芥廃：企て＇銀の雌子が奉茨中に索降する半か：あろ。
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八ー 20 爪ヽソト 9 トム効果による放射）性同位体の濃緒

(c(jJ-) ヒ酸塩および亜ヒ駿塩の中姓子賊射l口よリ生ずる

As-7るの酸化状態について

東大理科研 斉脈倍房

専田 功

0吉川路明

/ ？サ o 昇 W, F. L i bbY’：：：：よる一連の突咲応行われて以来．ヒ

酸虚およぷ国正華のホットア}- A化客）：：：ついてほいくっかの研菱が

はされているが、ぎの統果について目恥ずしもよい一致がみられてな

ガつた疇，今回の報告では従未行われほかった比放射能測定 12)糸お果を
加え木、ントアトム効果左確誇する寺を目的とした．

三徊．のヒ素と五 1回のヒ素の分離にはマグネシャ滉液による決激法

と塩素舘陰イオンの議 1 オン交撲抑脂への成着左利用した方法左餅

用しだ｀後者の採用 I＝より無担体で分離が可宦とほリ、比放射能測

走もぐさ：るようになつたこ放射樅測史は前有の分離法に従った時旦

茨激左誤昂皿にとリ晋通の白一門計数菅さ測定した。後窄t：：：：：よっ 1：：：

吋）ま戸線用液浸型言［数詈を使用した、凋量t案の定量）：：：はモリブラ‘
ン胄を利用した止色法に従った．守）註手照射口科研サ・1 ワロトロン

ご、加速さホた重陽子による已e- D反応で、庄じた中底予定使阿 Lて

行われ殿射時周 2.S~3 跨同．十姓予沢束／0仝ー／尻／c足秒さ

ぁった._甑案コできる限リ純牌ほもの在膜入して処浬左加えずに使

用した．哭翠ぱヒ蒙塩亜t::酸塩の溶液およ衣阿体について行力れ
だ．法液で）姦かな l) 広 l)範団の PH の領］：：わたって爽醗を打った
ぶどの場合においても 7らAs' {l)系勺 85％が三価 l=• ノ5 ％ぶ五

筒ドニオ目当する部分に見出され｀もとの戻子佃状態によらない｀遠液

の PH 、濃良）＝も実瞭した箋囲では祐存しはいようにみられた．た

だヒ蒙ニナトリウムの水溶液．（p H g、?) を煮滞すると放卵社ヒ素



（呼）

が五価に移る串が詑められたやまだ：：の溶涼戸微量の三価のヒ素を

加えておかなりと三佃の状鎚にある 7今鯰か、多少滅少する傾向がみ
られる．固体と L ては主として．ヒ酸ニナトリウム七水化物およぶ亜

巳酸の結晶について支家を行った v 豆ヒ酸で＼迅稀硫鮫 Iこ溶解した喝
合は殆どノ00 %のワ今As ぶ三佃 l：：：行き｀ 2、夕が木酸凍プトリウム 1：：

溶群した場合 lj,条ケ 9 7 ゜んが三イ団の状態 l：：旦出された。この差ぱ本隻

的互ものでほ＜ ` ワ:.:.As は三価にあるものとして芳えてよし）こ一方

這ニナトリウム l＝おりくは結昴を大t：：：：翠貯した時に再捏｝性のある
結栗左与えななった。このようほ徳釆ほ亜亡酸塩色溶した溶液の中

＼＝結晶を溶す亨：：：よって避けられ、どの際には再愛姓のある綿果か
得られる．どれ l::::. よるとワりにの終ぷ炉9/oが五価(}_))民国：：：あリ溶液

の喝合よりも五1面の割合が増して l) る、 コの姉晶につりて因姦おい

くらか捩討を要するものと思われる、

A-21 Jr\ット了トム如果亡よる放制鰐l1揺屑置

(({J)二）筐イオン交換樹厨乞利月するAs-7る()).叢縮

東大理科研 斉藤信房 古 )1 ］路明 0 富田功

ヒ酸イオンを吸着さ七た陰イオン交換樹脂を熙中庭予照射し、ミ

れの 1い鐸声によっく匁AS の濃結 I二成功 9した。
すほわら．穣•イオン交撲屈涌として、主として Dp w立 l X遠（

/¢ク～2砂メシシュ）を用い， PH :2、2 / 4、6」 8｀？のピ酸ぁ‘よな乙

酸壕溶液からヒ酸イオンと吸着させ、水淀悛風乾する、この樹脂約

32 乏ポリエナしこ．で乞み、さらにJfラフィンブロックにあ‘さめぐ

科研サイクロl--ロンによっ<: 2 ～己時向中）注手照射す~ (中底配流

末）よ／0悶／巧ぞ．傘.c屁戻J..照射後｀ 2、 5 /J. 0樹脂を三o cc の蒸宙

大）＝約、／時向浸す。次）：：：、：：：れ左座部に約 25 まのば仁型の同冦樹

湘を入れたカラム＼＝注ぎ込み、およそ径／年」長さノo c れの浪f脂杜と



＇（腐）

する。 通遇液を架めて 7 ラクション／ ( F - I) とする、

乙 C の菜笞水さ洗い (F - 2) 、さらに2Dc C の 8 l¥f'-f-Jc.R..,. 2()•cc. 

の l ルー H 必さ溶離し F -3)  F -牛左胃る．最俊に態賠柱豆木洗 9••

次に20·

(F-5).  

冬フラクションについぐ全放射能の測足（靖庶紅1がウンダー，
液浸型カウンター）、三価ビ索と玉価t:案の比挙測足（マグネシャ

翌液 l＝よる決激迭で、分離．放射能測定）また各フラクシ．コーンの全··
こ案の定量（茨激迭；モリブ‘デン齊 l：：：・~·-<Q，ヒヒ、色法）左あ、コなった。
し）‘..t:の測定1直から．各フラクシコこの忍As の比放射能（単也 C-Pグ

吟 As) およぶ乙辺よ心認三よ冠ど計算することか出朱姦｀

そo葬．呆の若干を表／、 2 に表に。なおこの計算の便立のために
課準試糾として亜ヒ蒙粉未を同一条什ぎ照射し、この比放射能を測

史する・ 0,

する

表ー 2

表ー／ 各フラクションの放黙能百介比
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罰町＝示すよう l：：＇ ワら4s ほ．悪界諜甘雨左単に菜宙木ぐ処埋頂召

だげで、濃縮した形さ得られることが加れるぶ．さら 1:::: F - J I：：：含

まれるワ今As の原子町炭懇をみると．）1 とんど全てか三価の曼完択

態）＝存在す姿ことが判った．

比放知能から万え z. 五価のヒ酸イオンの形で椅脂）こ吸纂された

t:案只、 （れぶ）反応 1：：：おけるホ`ン'r-ア}-ム効果 I二よっぐ｀三価¢)

翌冗状態）＝なる傾向どもつと推たされる．なお、 1l尻港されたヒ酸ィ

ォンの大祁分は 8”-H② I：：よって（すねわち F -3) 溶前される．

, 皿価のヒ素（アヒ酸イオン）が忌笛未足溶出されるコと l二阿して

ば守備央蒙 lこいて亜ヒ酷イオンふ中）性漆液からば町ォン交

揆樹脂 l：：：吸着されにく 1) こ、とか蜃察されてあ‘lJ.これと洞係がある

と方えられる｀また表ー／から明らかはよう l二、ア）レカリ）注側から

吸堪させ拒場合）：：：：は、蒸留水さとれごくる祁分ぱ少くなる。．“え必ー
“心奴~ Fa必砂ば同程度）
梱脂層仁残る部分について哀、条精の濃離吝ぽ屑し）て溶郎を試み

たが、溶肩い項嘩であった、また 久“か乙ふらの数の哭ほ
る樹脂を用いても (Dowex. I Xー／）残る昔”は大体同じ (2叫）
ご、ある．：：：：：のよう）：：：：、全放射熊の灼三 o oj。が溶龍されはいが、樹‘脂

に残っているヒ素の量は微置さ、相脂柱 l：：も廷心ガ場農綿されてしJ

ること応知れた、はお．中姓紅国の際l：：．罠イオン交換粗湘叩汲

頃されるここ・が、芍えられるが、、照第rの前悛にあ‘l) て交授容量の変化
）ま褪められ互ガったし



（止7).

A-22 ボ D ニウム有桟借嵐の揮充件につ（）こ

束大理 馬 渕 久 犬

ポロニウムのジ｀ナゾン塩か釆9 心t7" C/ I 免圧で揮発し始めることは

已 l：：：袈告した。沢ロニウ4- 1芯元表樺発世 (})1ヒ合物左 4乍t)易（）も(l)で

あるが普通の蠍桟塩~,太ごのおうぼirt渇ぐ揮癸する例は炉られ之

（）訣（）。 ご•(})オ畢莞刈生がジナゾン娼に国祠のものぐ＇あるか否か． また

蘊の粛造といかなる商條があるか乞知る一つの手がな（）とし之、下

記のこ｀｀とさ一般 lこ祠桟溶来で嗚退される本ロニウ人の化合吻につき

憚発牲ぷ詞ぺ；た。試料 1まステンレス銅要の放射荒測定皿に入れ、加

熱に）ま懃板左用（）た。ポロニウムの定量はそのア）し．ファ課とローリ

ツェン校霰零ぐ測定しぐ行った。

戸テI: 4) 加砂叩a.. • . b) a-怜必認／舷必

0) 加羞吟£必伍：以↓己．め互／生／心．ダ・必P,,t虚

ご） 5-吟ん少ゆ砕バぇ f)吟凶呟年J;:炉戸
，｝吟，ん伊:c吟公賢逸 ん）尋凶，~塁氾恥炉立

叫盈望—吟辺し乙叫：も焚虚

以上｀元）し,,(.‘) 吠での訳紫とモレート己仔っ之祠桟溶嫌 l：：：柚滋

されるとちえられるポロニウム。

四'.71·JI. 

及） バ M,KI + 3 N HC-£ 恣液よ() 4 、ノプロピルエーテ｝し9 12 よ‘

つく呻巫されるポロニウム・

b.) /` s 門 k l＇十／、夕，M 小父、恣液訳（）メナルイソブナルケ飼．そ'

Iミにつ之描太さm る禾ロニウムっ

結果、群約謬と次のねくなる。

!) 炉吻 1 のもの 1衣程度に差ぶあるが全て／忍心／虞如琴輝発す

るが、炉吻工のもの 1忠 2砂CI~，到るモ殆と屑澤ぽ睾必られな

(.)。

二） 頬・1J火構造ムもつ后桟斌薬の塩 Iこつ（）＜禅発性の大小左<. 5 ペ



(#e) 

ると次のぶうな傾向ぶ見られる。

、平＞ s- 忍仇伍ピ必

嶋凶ク虹的妬，忍り呟“乙a戸年〉吟ふ7認叩認分紐＞
亭—¢—吟よ辺

3) 吟召デ四{J.9己心ん£年号＇必，，吟伍必辺一山グ卓
の温）ま神晃牲な落し·く、 特 1:;::: 前二宕 lな I tJ tJ覧／．I如E 以下で揮発す

る。

臥上述べだ費象IJ.)一つの応用として、｝爽危 1まシ‘‘フェニノ↓刀ノレ

バジド乙用（）之彫戊 脳E J Ra F の水溶涙から恥F 主蒸留する

ごとお武み、放射ヽ｛ヒ営的 1こ粘滸ーな R a. F 左殆ど完全に単陣するこ‘

とに成功した。

参考文厭 沃 日．ぷ犯営・全オ 8 年会！ミ：讀漢

ぶ、ぺ五吟ん砂4 r!、 lll¢吟）釦夏必滋釦、

み九叩こ9 535 (. ／＇？喜）

A-23 殷主過程における 1 オウ目位体の分別

東京工東大営 芦峙姶火福富博·

天怨のイオウ』に合物で単体中のイオウ同位応の思狂比 lこつ（）＜ぽ

従朱禰べの票涼ある研究ぶなされぐ果だ。その結果、醸化臥陪の畠

／）もの 1太侭りもの 1こくらべ＜皇（）同位休が濃満される傾向のあるこ

とぷ理諭的にも実険的にも登められた。乏の程度 1ホ殴 1ヒ歿院の胴さ

の大さ（）ものぽど大きくなるのぐ硫葱塩と硫化物の向炉衣心なり
の程度JSA オウ同位倅、の分別が見られる。仮朱の研究成夷量分祈苛

主用（）く同ヽ位停の唇在比区求め、 こわから同位界の令別の程度三算

土したのぐあるな｀、演宕等 l攻改射性のイオ・ウ同位体 3唸乏トレー

サ｀一とし＜用り、 4民（）殿ィヒ段9宕から高（）限・iヒ段階 /2 上ぶる峙 lご果し

＜碍られた琉蹟塩守の廷 S の存在量 l：：：褒懃巳生す‘るかどうか /2 つ（）

て耳究区行（）、特に底化物乙腐酸塩の内の分別i2 つ（）．ご宍瞭した。＂



迄I f)

爽険方迭 I 古 35S ぐラベルし・た誼醸バリウムム木硯尺等の流i)〉醸一
温1tオー鱚来の還元法ち用（）＜琉化水衆まぐ遠尼する。（還元の廃の＇

町立体の令別 I..::' つ（） <'.:'I太既に一部充表i..だ。．）、 得られピ誌it水乗左

即酸亜鉛（ヌ 1衣酷頑カド‘令ウ人．）溶液i：：：：導（）之琉jIt．亜鉛（ヌ Iさ庶也

ヵドさウム）の況殿左つべる。ごの沈殷左口造L 陣酸ア〉モニウム

溶液さ沈っ定後、アンモ＝ア水．芭加えて懲濁液きつ＜ （）、 これ乞よ

くかさま辻｀ななら一史量の長泰忠、三満下し、ぐ琉ド物と琉醸塩ま＜酸

,1t.する。この陳単侭 4 、オウぶ柄巫しな（）ように注意しく行う。未酸

化の互化亜鉛（ヌ I衣琉化ヵドさウム）•乙口別し、 酢限）ー')-モニウム

ぐよく沈ぅ。：：：れ 1古再びアンモニア本中 I：：：：疱濁さ亡 同禄）こ‘しく賎

化す 9, 口淡 1未塩酸芝酸i注とし尽後、塩化ペリウム溶渋ど口加え＜辰

醸 4 オン卒硫頸バリウムとして沈殿さ亡 口過、乾燥した後．臭限

尾かの方法でさの放射症邑測走丈る。このよつにしぐ糸5 / ¢ケの試

料—三一つの癒濁液かうつ＜ i)、 各試祠ーの放貯能三測定少る。若しこ

れら琉醸ベリウム黙料の向こ同位伊の分別ぶ無いとすれば、突験誤

差内ぐ各試料 Ict:畔い）比放射症三待っと芍えられゑ。しかし実岐の

結果 I：：：よると、 ：：：れら試滸の計談簸の向こまかな（）の変勤ぶ更られ

初期の酸化裸作 9：：：：-,K l) 得られた屎酸バリウムの方が、後期の瞭化に

択 1) 得られた琉醸バリウムに比較し之淡（）放射熊左もっく（）るっご

の炎酌）すか笙 1) 規則的であ（）｀ しむ‘色予期される程度の宍瞭誤差左

超えるものさある。現在の所：：：の変動がどん盆廻由にf;.. (j起るもの

か乞宇急！ご結論づげるご2::: I衣ぐさな（）が．乏の理由の一つとし之．

琉化物左酸化．方る罠：：：： A オウ声1 位作の分別が行われ、重（）同位体が

際ィヒ過程の初期に濃綸されると（）うごとが老えられ、 ごれ成従未の｀
重（）同位体び硫酸塩 Iごぅ農禽されると（）う結果 l：：：一致する，，



（ゞ心

［槃演要旨）

A-24 放射性ア〉チモ〉の·1ヒ等的行動につ（）て

癒同大辱放育営部 0神原富尚、 弁簾忠一｀ 清達危

放射柱アンナモン(})塩酸溶液中の屎子面状態/:::'ついて穆々辰向庄

持たれ亨（）るのぐごれにつ（）之検言t~行（）、芝れにもとつ、＇（）＜全

放射姓ァンチモン三定濫的にアンナ巨ン沈澱こオ扇ぇ＜求める方法に

つ（）之梗m．た。
渕走はすべ之自己吸．奴左歳親忠呆るよう乏の『稼茫測定した。

(/) ．／平紅の誤粁溶液 (Sb CLs 2,"が出辺英回、 19S? 年 9 月・

• I 4 •日ー）につ（）く、 SbS十の噂叫乙添加し~ w. F-

必砂戸お‘択びか iM 、祥虞辺の行った方法 lミに（）アンナモン

已口刀レートの沈涙左生戻、芝れにつ（．）之秤量計数した結果、

ミの沈翠涙ににつ之i京全放射肖色の約J S% しか僻られなむ＼コ応

叉一方¢⑰立少）添加臥煎こ臭素水にKI) 予の殿 1じ処理乞行っ
た試料 l：：：：：：つ（）て同採にし之 S!:>:oa:のピロカレートの淀涙芭生戎秤

董計敬した泥果！疇於之 l口勺／ / ％ぬ麟厄クか＇ピロガレート沈
澱から求められだ。

ヽ狡お試科！ミ C必屁呟左添加夏臭素本諷1じお択ぴ亜硫酸還元

Iぐド這·iじ還元ク羞 左行ったもの 1ぐつ（）之得られたピロかレ

ー遣澱からi't. I武と八と全部の必広必クな求められた。

以上の洛果、 諺は23 (S 茫）としc:::・保溌されるものの芍b

声身の改身寸練 1::::- K つてせの大部分か‘夕価 1：：：：なっ<:;()Qごとが推

走塁朱た。

(.2) 訳深日：：：： s b3十の C忍辺ia,~,さ添加後庶犯ネ乗法 Iミぶ（）生灰さ辻

定猥色硫化アンナ毛ン泥澱ヱ秤最計数した結果、ミの方法によ

っ·こ・全部のゃ姦噸ぶ求められる：：：ー、と邑認め戸。すなわち酸it.

還元咳羞/C'1'る処理左行わなく之も放射社ァンナモンとアン

今→モンでん？．，辺らとの原号価の交喚 I吠硫、』t水栗涙！〇よると尭全で



(5'/) 

井学にすぐれ之（いると認められた。しかレごの哀姐物沈澱の炉

呈遼度がお‘きく、担灰な不定なお‘又乾煉の慄沈澱表面に割れ＇
自区生し‘‘ご）する鉄戻があるの<‘、硫化アンナ亡ン沢澱主戻に

廃して少量のアノし＄ニジム粉禾左添加し之照色疏但アンナ毛ン

泥澱芭生成さ已、炉逆浣藻乾燥秤量固定計敬する方法左綬計し

てみた。＇

ごの方法 1こ択ると放射牲ァンナモ＞•と虚認必礼との屎弓価の

交喚ぶすぐれて（）る上に得られた要色硫化物沈澤 1まジ過が容易

で、重量淀炭び一定ぐ且·っ計放の為の蔑何形穂も良好さあフた。

之の為果放射庭ア＞・テモンの全忍辺如惰主求める上に良おば準

果ぶ偉られた。

ヌごの方迭左痺尼才ークロム (Cr C止）により嬌叩互左還元

し之金届アンナモンとーし之全放射雄ァンナモンの砕＇成ぅ左求

める方法と比報．授計した淮東、ごの方涙の方が4t.蓉療作ぶ択（）

容笏であると同呻1こ塩 4ヒオークロム迭と同味のすべ｀れた結果ぶ

臀らわる：：：：と込謎ゐ疋。

(3) • 同杯 lヽでし，てば·｀の試将溶液 (s b 乙負爪認，英国、／ ,9 s-? 

与る月，1 日）につ（）之モ （ユ） および (3) と同抹の検計三行

（）、担似、の泥景左碍巳。

A-25 翰入された「単体4 オウー 3夕S 」の•ilt号式

お沢び二三の性奥 1ごつ（）て

辰京工業大学 美源．4じ営回究所 茫田狙火

米回ま，E I~英届から輸入され尽単体A オウー 35' s の迂度ぉ｀択び乏

の化専式区決定レ、 ま巨二、二の桂寅i2 つ（）之しらべ‘た。

結晶 4 オウ I古ざ炉¢で豹 8 X I  /•, mn H夜 の蒸更圧左もっく（）

るのく、、単体 4 オウー ss s 年琺用され之（）翠（）戎憩＜原扱うときに

l六 S 賢 8 の素登ぁる（）ぽ昇単ぶ起ることミ汚慮、し赴 IT れぽ‘{}げQ‘りで



（ぶ:>)

ぁぅう。特/2阪扱•ぅ量ぶ歓蚕さあ（）命沢されこりな（）ときに 1ま．崎

の複失やまだ場合 l：：：：ぶつく 11:.芝れ I~ 叔る泡榮ぶ栢当起ることビ注意

する）比要ぶある。例えば‘斡入されたま＼単体、4 オウー3茨S の、ベンゼ

ン溶液（以下尿、液と（）う）ムつ度（）マイカ板上に落、し．ご作った計数

試粁iま定温でもすみやかに芝の放射危か痰少する。これ左ぷ迂ぐに

滋約ク、 5 グの木 1) スチレンの、｀ン・ゼン落、液」ミ原液込加えたものか

ら戟粁三作るよよ（）。ごの場合に lま I tJ呼向以上放置しても放射熊

の洪少は無裡広来る。

アルさニウム！こぶる汲炭曲深から 1衣他の核雇の唇在ム墜めるごと

び滋表なかつ応しか・レ原液ナに l訳水溶桂の蕊8 ぶ走干含決れ~()

たの<2.希択滋豆さ芝の分析左行った。屎液さ之れきれ蒸溜水、 ク、／

/J/.. H.::2 8四落液、 8:2ー左救量含む 9.) ;V NH# 9f/溶液等とぶ 1)

来迂、ベンビ＞ ＜単体、イオウ上拍去した爽し）の水溶液丞口過し、J比

要に応じ‘く、添波中の 8()互2- の量が 釦 3砂の沈激にしたとさ l ：：：：

丁夜．る om況手（鰈限厚みの計欲訳料左作る 12充分、数量） I：：：なるおう

iこグ、 I IV 知＄ん溶液乞加えた巖 9、 I.¥ 虚＾必ュ 港液主加え之

釦 8匹の淀殴き作っ戸。さら 1.:::::: 同祢 •Iさしてベンセ‘ン抽太旦終っご

ロ退した溶液に 3 物忌必溶液込数満加え之加温したものからも

ふ?. soクの淀翠込作った。：：：：：：：のぶうにしc::外尋られ廷る彊の 848(}#

の淀澱の比放射茫 (c”~/2 ⑰tュ魚隈唇否釦3砂て、測定された）

Ii-.芝れ迂‘れ計敬誤差範囲内<:: I奈とんど一致し之（）た。辰液の比放貯

能と希訳のたゐ加えられた 4 オウの量となら計算すると、生嘩の原

液C つ（）ここの塁 1太全 3SS の.2.％以内 l＝担当した。屎液中 12鹿在

す否こあらう衣溶姓のイオウとし＜／六ほ8 また 1ま沢ら SOュまた

lな StJぷ？一＼ お‘沢ひ‘ S底また限絞ダ2ー等が老えられるぶ島上の恭果

からこの木溶住の SI- 8 I太全< sos まだ 1衣 S砂2ーの謗ぐ‘屁圧しくー（）

たと忠．えらわる。 ・

、単体．イオウー 31-s の 4ヒ営式区決定するため！こ｀結晶 4 オウに混合

しく分男I\奉畠三行ってみた。結果イオウ互溶解し応ベンピ｀ン溶末に原茨と

かえ、メタノー）レ左ふ雪す‘っ加え之埠•晶し.·""f2_;\オウ左口退しし＃つの
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フラク>·―ョンと作った 3 最媛 l：：：：：残った溶液ぶ室果ミ通しご蒸免萄固

して芽夕のフラ＞ 7;, ヨンとレだっとれそれのフランクション／ーぶ夷

乗ー水と葉，‘弗し＇之醸化した後釦＄四の沈澱とし文比放射業左測走

しーた。最初の＃つのフラン 7 ションの比放射育EI太計数誤差範屈内ぐ

一致し、その平均値 l古 13 ? o • C凡れ／2［元娯沢屋注必；＄砂であった。

最後の 7 ランクショシの比放射麗"*- I砂I f()珈ぐ、上の平均筐よの

差は．及数ヰ 1ミ朽在して（）た水溶牲 3SSの量 I：：：担当した。原液どま

ざた浩品 4 オウの添菜込／2炉C で 20 呼向加，熟した後 I'- 行った分冽

浩品t：：：：：おり □ も、同殊パ岩果ぶ得られた＞さらi~景初の分別稗畠そ
得られ定フラク））ヨ〉ノかう＃まをのイオウ丞集ぁ＜再び令別結畠

き行っく五尽。この為合に 1京、全部のフラクションの比放射業が一

翠し、之の平坦値 Iま 73 5ヲクが 乏あった。

.)メ上の結果なら 屎液，中の卓体A オウー ss s の乾度ほ 78 炒J火上

であ l) また、 芝の止，き式i衣結果イオウの乏れと等し<.、 88 ミ｝ある

ことぶ沢史塩呆た。

A-2 乙 トロ〉9 (l)放貯性氾襲町濯集1ごつりて

乗 一尺浬 I."!= 
9/a:.. 野 博 敏

ラゞ'>•まだぽトロン瓦含む気涜市から、 乏れらの］稟変生広覧区適

当Q遭麟上に泥羞捕集し得っ：：：：と I吠古-<.から知られく（）るが、畢圧

左な I;な（）物体の表囲・＼の沈着ももちう人起る。ごの場・盗異る表

面一忘とえ 1ボ金居上井金屋さ I木沈着現象 1:::::- 何らふの差臭 1哀生じ咬り

こ｀あろうか。表面の物糞が表ゎ潔、乏の 4ヒぎ的涸灰や界面雹ヽ位差な

と‘、 At.営的、物廻約1庄黄が変化する。これらの影響の店鰻、影響が

あれi~芝の西子互探る Eめに央険 1太行われ尽ラトう.is: l)も娘痰種

の禰壊ぶ少＜、またそれらの手澱痔l も短く取扱（）の易し（）トロ＞ぶ

用（）ろれた。トロン以下の束変来列さ示すと次のようである。

, \ 
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T11.三 ThA ..£5::_ぅ丁h B 二訊C 3 （冒;,)言

巴国）玖5s 〈2必Po).ti／繹s 巳疇） ／パ A (..2／土） ¢仄軍ぐつ／口）＇
↓必（謬庫） ↓砂I心

丁hcク，3丁hD
(2oa辺）二（2殴郎）

トロン源とし~i志 Th.X LIま 1京放射平衡に達し．て（）ると君ぇ 5

れこ詰限！ヽリウムの泥晶、氾 3りt>戸ち広口ごンに入れ、捕茉板乙阿

L 茫コルク栓込琺栓する。捕集扱とし·之 l・文同型の銅扱木リエナレ

＞環、お‘ぶび惹留水の水面も用りられ巨。萎聟本 1：：：荊祭され 7::::-放穂

の放射能 1ま、本左他の測定皿に移して乾囲し之後洩°爽された o 銅板'.

木 l）エナレン庚/;:::-つ ()<:.I京芝のまま韻走皿,~入れて測定された。す

べて合ー M カウンター芝用・（）だ。窓からの足E 蔑 1衣速来る限り同一条

件に炭（）、得られた計数i直に対し之 1衣閂田計数環失 1::::: 沢る淵正左加

え定。

碍られ疋放、射荒の値/<};:.、使用し尽異る物案の表面積ぶ全 <..I京簿レ

' ーく、訟（）のぐ旅癒 1：：：：ぽ太え哀（）が、概略値ょレご 1衣銅オ及上衣リエナレ

シ庚＜欧 1衷ぼ一弐レて（）る。水面につ（）C:/~芝の表面禎も、まだ卜、

戸気流中＼の挿入のち法毛 1也の＝忠と異盃のぐ比較ささば（）。レ

' 全し濃変曲諫の荊次 1::::- つ（）之／ま、 これら三芦の陶 12差干の差異が入

念れる。す型わち、庁対数グラフ上におい之~銅板 lミ択るもの 1太、

］京 1武芭璽的に痰衰し、 芝の半涙期ほ／クぷ孔左示す。一方、ポリエ

チレン隈の芝れ 1衣、景初の数峙向におりて直豫択（）外れ之わずかな

ふくら入込示し、＇敬詩向以後 1京．I“外の半涙期左示す色緑、となる。

衣面につし）之／炉両宕の中向の傾向ぶ得られた。ごの最初の部分のふ

くらみ 1衣、 トロン壊褒生炭物の各核種の干洪期左老腐す己こ これ

ぶ‘Th C の生炭に曳集し之（）るそあろうと容墨 I'こ推定される。釣板

に布盛した丁hB と丁hC Iま 1まと一人と‘乎—飾·肉燥にあ 1) 、 ボリエナレン

隈上さ限 ThCが丁hB ..t:の平倭了星に 1ま達レてりなかったと芝えられる。

ごの房因とレ之 1訳、表国の界記竜位差、形沢る核菰原弓と表面と

の＇iヒ挙結合数との差異 1：：：：沢．つて、衛突レた原号のうち淀羞する割合

（｝定着．劾率．ょ咬と名附 IJ之5) が異るか、丁麟ぶ ThB から生ずる際の
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『一示たi応3 ー反言ミよる損失な、ある（）は乏の円店にぷるものと

鰹像される。ごの老知：：：：：炭っぐさらに定量的に芦濃夏ぷ取扱うために

先ず ThB (Tn 、孔Aも含渇く）、 丁hC (J)捕集椋よこ柄芸速度（＝衝喪

頻度 x 沈着効卒）主入3b 、 ノ＼c 、C. とーするとし

必厄／畔＝入Bふ→＄、NE$.

“e／辱＝（極長）か（入B滋）起”でーノいい極c
ごご l·ミ＂化ぽ ThB の原号数に比例して Thc ぶ‘反院逸宝するとした

場合の比例定数である。この式左もと 1：：：し之計算互進立).<: ii:>き＜結

果年ま↓めるよ｀ふヽらみ込全＜示さ姦（）ぐ亜禄的に炭衰する娼合

I太｀

ん／c= ＼入e ー入B)/ （入8 -伶） . 

ぷくらみ己示す場合i哀

b/C) (.、やー入 B)/(AB ー伶）

の一般式ぶ得られ互・未だ刻 lミ専かれ尽式古よび各痰稗原子砂街央

頻度か‘芝れ芝‘れの平均寿命9に比例するとの 1及定に基（パ： ～応）エチ

レン膜ぐ 1志丁hB の浣着効率が丁hC の乏れの全ク・ヘ 3 (J塵水面＜訳

/,9ヘ．2 ク侮大き（）と芸価されさ。口株恐仮定のもと1ミ、銅板こ於

げる度菱曲涙互直糠とみて灸巴評価すると約 0、 S ヘグ、？物の廻ミ得

る。 しなしごわらの造につり~/太さらに検討ミ要するごと心（）うぼ
でもな： （）。

A -2 り 微量璽全尻 0) 同紐元素稀訳定量ー昔笏中

(])木課の方初

束比大・連 餞木窓男

主としく、杓桟物三分痔するさ I.) におごる避げられ玲（）、衣録の嘱

失の阻上、 数らな l・こ蕊紋量の水銀の筒単蛮しかも俸頓のおける定量

渓ぶ充分蘊立され之（）硲りだめに、生物杯、中の水銀の正漆恐定量I~
困難ぐ、やっか（）である。
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芝ごで 2OS Hf左トレーサーとして用（）基礎的狡.2':3の投詞後、

‘‘円位冗泉稲釈定霰迭”(;:::'ぶり桓物（米）守の水銀の史量忠試みた。

ごの方法ぽ、冽）こ傲雪の銀、の定雷こ共 1こ報告するように、 同位元栗

稚釈法と同じ尿理さ、もちうん攘失の補正が可能さあ 1) 、 また最終

の定量 I衣放射熊の測定店げでおごなえるなら、朕素の化喜的訣方法

に比し之威度餃らな 1こ桐度夫 IC:すぐれてお（）かつ、梗利である。

ゞナゾ‘ン左武宗とし之町）疋ぶ、 ある一定警のシ‘｀十ゾン □結合す
、る水銀の量 l，志、本銀の過剥量に悪鹿、糸 IC拳 1：：：：一定そあるごと区まず

だしかめだ。また用りる 2()3 H? の坦沐のゞ農度乙きめるため｀ 一定

量の叩頃に種々の量の水銀左加え＜• これ左不足醤のある仕意染

ー史墨のジ‘ナゾンで抽去して放射免き I~ かれぼ、放射華が 1古じめの

半分になる IC 要し尽本線の量ぶ担体量さ末す。

妨塞金応きある釣 ✓.t: 録のうち銀上の分醗 1まナオ＞ァ＞．殴識り唇在

で可肯E であるごと三尽レかめたが実 1衣本、去にお（）＜ぽ /M戻以下

1/)、木銀 lミ対し、 ~ 1) グラム稗度の銅｀銀の夫店も妨塞と l水戟，5 哀‘()。

遵剥のジナ·ゾン左胡アン亡＝ア本で床．くとき、 0、ク／ N のアン迂二

ァ木三町）かば心捩ージナゾン塩の令秤［木おごら恥）。ま尽本銀一
ジナゾン虚忍薩←研酸芝分蛹するさ（）、硫醸と硝醸の混合比乙変え

ぐみたが、巨l 汲率はおゞt‘ね．Sクパーセント程度ぐあ令。

実際にヽ、米試料Iごついご今研した。即ち試料I~ 既炉豊の 2ヽ crH防左

添加し、庶一笥酸さ湿式灰 4ヒ後、 シ‘‘ナソ‘‘ン皿遡血炭栗溶汲lミ木（）抽
広左二（）かえし、 神迅部芭濃縮俵再び硫一訊諜で分解しー史量 Iご稀

釈、放牙泥区）太加）恢量邑求め、また同佑尤素稀釈定量法心につて

合祈一区あミ孜（）、得られた分研値 I~ ブランフ捕正および汲量補正芸

レ之正しい得乞矛尋るっ


